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次

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
六
年
度
決
算
の
概
要

‐―
‥‐‥‐‐‐‐‐―――――――――

平
成
十
六
年
度
主
要
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
の
販
売
状
況

‐―
―

お
知
ら
せ
☆
　
第
二
十
四
回
四
国
地
方
本
部
総
会
開
催

☆
　
電
友
会
本
部
実
施

「ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果

―

☆
　
会
員
名
簿
の
発
行
に
伴
う
変
更
内
容
の
連
絡

‐―
‐‐―

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
長
寿
祝
い
金
贈
呈
の

一
部
変
更

‐―
‐‐‐‐‐‐―

Ｍ

。
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）

コ
ー
ナ
ー

パ
ソ
コ
ン
は
私
の
パ
ー
ト
ナ

サ
ー
ク
ル
紹
介

吟
詠
サ
ー
ク
ル

「た
ま
も
」
（香
川
）

「八
〇

（パ
ー
ゼ

ロ
）
会
」
（徳
島
）

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
紹
介

バ
ン
ド
演
奏

「ド
コ
モ
高
知
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」

支
部
だ
よ
り

二
十
年
ぶ
り
に
総
会
の
会
場
を
変
更

（香
川
）

―
―

私
は
今
会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況

健
康
の
ペ
ー
ジ

目
に
見
え
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気

‐―
‐‐‐‐‐―
‐

テ
ル
ウ

ェ
ル
だ
よ
り

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」
設
立
総
会
開
催

「家
庭
介
護
教
室
」
開
催
の
ご
案
内

俳
　
句
や
ま
も
も
句
会

（高
知
）

物
故
者
叙
位
叙
勲
／
敬
弔

表
紙
の
言
葉
／
編
集
後
記

2 24 4 45 5う
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第 131号 四 国  電  友 △
ム 平 成 17年 7月

ぞ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
平
成
十
六
年
度
決
算
発
表
　
―

Ｒ
純
訴
町
斜
″ビ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
、
五
月
十
二
日
、
平
成
十
六
年
度
の
連

結
決
算
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
連
結
決
算
の
対
象
と
な
る
グ
ル
ー

プ
全
体

（五
百
四
十
二
社
）
の
営
業
収
益

釜
冗
上
高
）

は
十
兆
八
千
五
十
九
億
円

（前
期
比
▲
二
千
人
百
九

十
七
億
円
、
▲
二

・
六
％
）
、
当
期
純
利
益
は
七
千

百
二
億
円

（前
期
比
六
百
六
十
二
億
円
、
十

。
三
％

増
）
と
平
成
十
六
年
度
連
結
決
算
は
、
残
念
な
が
ら

対
前
年
で
減
収

。
減
益
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
携

帯
電
話
市
場
に
お
い
て
競
争
が
激
化
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
が
各
種
割
引
施
策
を
行

っ
た
こ
と
、
ま
た
、
固

定
電
話
市
場
に
お
い
て
も
、
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
が
さ
ら
に
進

展
し
た
こ
と
に
加
え
、
基
本
料
金
の
見
直
し
な
ど
、

競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
に
か
な
り
値
下
げ
し
た
こ

と
が
大
き
く
響
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
都
市
開
発
ｍ
の
上
場
並

び
に
、
米
国
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
社
株
の
売
却
に
よ
り
、
税
引

き
前
利
益
及
び
当
期
純
利
益
は
対
前
年
で
増
益
と
な

つ
て
い
ま
す
。

轟

ヨ胴副鮮蒙

凱

日

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
平
成
十
六
年
度
を

「光
を
中

心
と
し
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
市
場
を
飛
躍
的
に
伸
ば

し
、
電
話
か
ら
Ｉ
Ｐ

へ
の
収
益
構
造
の
改
革
を
図
る

重
要
な
年
度
」
と
位
置
づ
け
、
付
加
価
値
の
高
い
ソ

リ

ユ
ー
シ
ヨ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
、
西
日
本
グ
ル
ー

プ
ト
ー
タ
ル
で
の
業
容
拡
大
、
さ
ら
に
は
、
固
定
電

話
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
体
系
の
見
直
し
な
ど
、
積
極
的

な
事
業
運
営
を
行

っ
た
結
果
、
営
業
収
益
は
二
兆
九

百
八
十
億
円

（前
期
比
▲
三

。
二
％
）
、
当
期
純
利

益
四
百
十
億
円

（前
期
比
▲
三
十
二

。
二
％
）
と
三

期
連
続
で
黒
字
化
を
達
成
し
ま
し
た
。

―

平
成
十
六
年
度

主
要
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
商
品
販
売
状
況

―

ロ
ー ‐
‥ Ａ
い
が
は
ツ契
滞
に
国
は
順
断
万

‥ 超
」
」
‐ Ｔ
国

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

。
西
の
平
成
十
六
年
度
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク

系
商
品
の
販
売
状
況
に
よ
る
と
、
「
レ
ッ
ツ

・
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
」
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
様
の
百
十
二
万
回
線
の

純
増
、
「
Ｂ
フ
レ
ツ
ツ
」
は

一
挙
に
八
十
二
万
回
線

の
純
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
六
年
度
末
の
契
約
数

（施
設

数
）
は

「
フ
レ
ッ
ツ

・
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
が
五
百
万
回
線

を
突
破
、
「
Ｂ
フ
レ
ツ
ツ
」
は
前
年
度
末
か
ら
大
幅

に
増
え
て
百
六
十
六
万
回
線
と
な

っ
て
お
り
、
ブ

ロ

ー
ド
バ
ン
ド
系
商
品

へ
の
流
れ
は
更
に
加
速
さ
れ
て

い
ま
す
。

(注) 「Nl~F(連結 )」 は、表の各社を含む542社 (連結決算の対象となるNT丁グ
ループ会社)の合計

NT~「西・東の主要ネットワーク商品販売状況

〔平成16年度〕 (単位 :千回線 )

(注)① 数字は純増数  ()内 は平成16年度末の施設数

② lNSの回線数は、INS64と INS1500の 10倍換算の合計

NT~「グループの平成16年度決算概要  (単位:億円)

西日本 東日本
コミュ_ケー
ションズ
データ
(連結 )

ドコモ
(連結)

NΠグループ
(連結)

富菓収益

(対前年増減)

20,980

(▲ 688)

21,809

(▲ 862)

10,900

(▲ 165)

8,541

(74)

48,446

(▲2,035)

108,059

(▲ 2,897)

営業利益

(対前年増減)

701

(▲ 165)

877

(13)

698

(▲ 463)

392

(▲ 204)

7,842

(▲ 3,188)

12,112

(▲ 3,491)

当期純利益

(対前年増減)

410

(▲ 204)

８

　

１

５

＜

６

＞

４

　

４

２

＜

201

(▲ 68)

7,476

(976) ７，‐０２⑩
次期rlw利益

(予 想)
90 150 340 270 5,330 4,400

Ntt「西 (上段 )

N丁「 東 (下段 )
合 計

フレッツ・ADSL
568   (2,374)

1 119 (5,207)
551 (2,833)

Bフレッツ
365     (779)

824  (1,664)
459     (885)

フレッツロiSDN
▲ 110   (356)

▲211  (769)
▲ 101  (413)

l N S(注 2)
▲ 337 (4,042)

▲668 (8,467)
▲ 331(4,425)

一般加入電話
▲278 (25,396)

▲ 617 (50,321)
▲ 339 (24,925)
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口‐第」耐悧卸悧蜘到勤淋酬稀麟卸
‐催日

電
友
会
四
国
地
方
本
部
は
、
四
月
二
十

一
日
ピ

ュ

ア
フ
ル
松
山
勤
労
会
館
で
各
県
支
部
代
議
員

（五
十

四
名
）
が
参
加
し
、
第
二
十
四
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
総
会
は
、
ま
ず
、
物
故
会
員
に
対
す
る
黙
祷
を
行

っ
た
後
、
芳
野
本
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
三
村

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
店
長
、
藤
谷
電
友
会
常
務
理
事
か
ら

の
祝
辞
の
あ
と

「第
十
四
回
電
友
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
賞
　
受
賞
者

（愛
媛
県
支
部
、
高
市
沖
見
さ
ん

。
高
知
県
支
部
、
三
本
栄
子
さ
ん
）
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
回
の
議
長
に
愛
媛
県
支
部

の
古
河
代
議
員
を
選
出
後
、
総
会
次
第
に
沿

っ
て
、

平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
計
算
書
及
び
会

計
監
査
報
告
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

☆

平
成
十
七
年
度
事
業
計
画

情
報
通
信
分
野
で
は
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
が
急
速

に
進
展
す
る
な
ど
、
市
場
環
境
が
激
し
く
変
化
し
て

お
り
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
市
場
で
は
、
Ｉ
Ｐ
系
の
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
進
む
中
で
、
サ
ー
ビ
ス
や
料
金
面

で
の
熾
烈
な
競
争
を
伴
い
な
が
ら
変
化
し
て
お
り
ま

す
。こ
の
よ
う
な
環
境
の
急
激
な
変
化
の
中
に
あ

っ
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
「お
客
様
に
感
動
し
て
い
た

〉だ
く
／
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
／
安
心

・
安
全
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
柱
と
し
て
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮

し
て
事
業
運
営
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
ど
も
電
友
会
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
電
友
会
組
織
の

基
本
理
念

（①
会
員
の
生
き
甲
斐
の
向
上
　
②
Ｎ
Ｔ

Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
）
に
沿

っ
て
、

支
援

・
協
力
関
係
を
維
持

・
強
化
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
立
場
に
立

っ
て
、
電
友
会
組
織
の
結
束
と
連

帯
の
も
と
平
成
十
七
年
度
は
次
の
諸
施
策
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

１
　
会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
施
策
等
の
推
進

会
員
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
次

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
　
△
〓
員
や
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の

顕
彰
に
努
め
、
そ
の
活
動
状
況
等
を
広
く
紹
介

す
る
。

②

〈
ム
員
相
互
の
連
携
強
化
の
た
め
、
レ
ク
レ
ー

シ
ヨ
ン
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し
活
性
化
を

図
る
。

③
　
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
愛
好
会
の
会
員
拡
大
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
等
に
努
め
、
会
員
の
交
流

と
親
睦
等
に
資
す
る
。

④
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
行
う
社
会
福
祉
活
動
等

に
つ
い
て
、
そ
の
周
知

。
参
加
等
に
よ
り
協
力

す
る
。

⑤
　
年
金
、
介
護
保
険
問
題
等
に
つ
い
て
会
報
等

で
情
報
提
供
す
る
。

⑥
　
団
体
割
引
等
の
有
利
性
を
活
か
せ
る
電
友
会

会
員
向
け
の
保
険

（自
動
車

・
団
体
傷
害

。
が

ん
保
険
）
に
つ
い
て
会
員
に
周
知
し
勧
奨
す
る
。

２
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
支
援

・
協
力
活
動

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
を
強
化
し
、
次
の

支
援
活
動
等
を
推
進
し
ま
す
。

①
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
普
及
に
協
力
す
る

た
め
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、

指
導
者
の
確
保

。
育
成
に
努
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
者
の
拡
大
に
資
す
る
。

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
が
実
施
す
る
販
売
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

、
社
会
貢
献
活
動
等
の
各
種
施
策
を
積
極
的
に

支
援

・
協
力
す
る
。

③
　
地
域
に
お
け
る
会
員
の
活
動
状
況
を
調
査
し

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携
活
動
に
活
か
す
。

３
　
会
組
織
の
強
化

組
織
の
拡
充

。
強
化
を
図
る
た
め
。
次
の
施
策

を
推
進
し
ま
す
。

①
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
退
職
手
続
き
説
明
会
で

の
入
会
勧
奨
と
そ
の
後
の
フ
オ
ロ
ー
に
努
め
る
。

②
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
を
深
め
、

会
社
退
職
者
の
入
会
勧
奨
を
強
化
す
る
。

③
　
未
加
入
者
の
入
会
勧
奨
に
つ
い
て
、
全
会
員

に
よ
る
〃
日
常
的
呼
び
か
け

〃
を
行
う
。
併
せ

て
、
女
性
会
員
の
増
と
活
動
強
化
の
た
め
の
取

り
組
み
を
行
う
。

④
　
〈
〓
報
や
会
員
名
簿
の

「手
配
り
」
の
拡
大
、

定
着
に
よ
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
交
流
及
び

連
携

の
強
化
を
図
る
。

⑤
　
災
害
発
生
時
に
お
け
る
会
員
の
消
息
等
を
把

握
出
来
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
図
る
。
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第 131号 友電国
△
7-― 平 成 17年 7月

科 目 金  額 記 事

前 期 繰 越 釜 822
会 費  収 入 939 支部から

分 担 金 収 ヌ 1330 N¬

「

から(総会費、会報費、名簿費の一部 )

配 付 金 収 8543 本部から(人件費、運営補助費、中央会議費の一部

総 会 収 入 60 祝い金

広 告 収 入 1200 会報への広告掲載料
利 息 収 入
そ の 他 収 ス 960 保険周知宣伝協力費、公職等就任状況調査費
仮 受 金 79
△
ロ 計 13935

(支出の部)

☆

　

「ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
結
果
に
つ
い
て

電
友
会
発
足
十
五
周
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て

電
友
会
本
部
が
実
施
し
た
、
会
員
に
対
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト

「電
友
会
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、
豊
か
な
生

活

。
生
き
甲
斐
の
手
法
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
す
る
期
待
、

会
員
相
互
の
情
報
交
換
の
あ
り
方
な
ど
」
に
つ
い
て

の
調
査
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ

『
ア
ン
ケ
ー

卜
結
果
の
集
約
と
各
課
題
の
克
服
施
策
等
』
と
し
て

冊
子
化
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
①
組
織
体
制
の
確
立
と
会

員
拡
大
施
策
の
強
化
　
②
Ｎ
Ｔ
Ｔ
及
び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル

ー
プ
会
社
等
の
諸
施
策

へ
の
協
力
と
連
携
の
強
化

③
会
員
の
豊
か
な
生
活
の
維
持
と
生
き
が
い
の
支
援

施
策
の
充
実
　
④
Ｉ
Ｔ
普
及
施
策
の
積
極
的
な
推
進

の
四
本
柱
に
分
類
さ
れ
こ
れ
ら
の
項
目
に
対
す
る
課

題
及
び
電
友
会
と
し
て
の
克
服
施
策
を
整
理
し
て
い

ヽ

＋よ
すヽ
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
と
づ
く
電
友
会
本

部
発
行
の
冊
子

『
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
集
約
と
各
課

題
の
克
服
施
策
等
』
に
つ
い
て
は
、
限
定
部
数
の
た

め
、
ご
希
望
の
方
は
電
友
会
各
県
支
部
に
配
付
し
て

い
る
冊
子
を
ご
参
照
下
さ
い
。

☆
　
「会
員
名
簿
を
発
行
し
ま
す
」

″
内
容
に
変
更
の
あ
る
方
は
連
絡
を

″

今
年
は

「会
員
名
簿
」
を
発
行
す
る
年
で
す
。

（十
月
発
行
予
定
）

平
成
十
五
年
度
発
行
の

「会
員
名
簿
」
と
平
成
十

六
年
発
行
の

「補
正
版
」
が
ベ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。

掲
載
内
容
に
変
更
の
あ
る
方
で
、
連
絡
を
い
た
だ

い
て
な
い
方
は
八
月
二
十
日
ま
で
に
各
県
電
友
会
事

務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
長
寿
祝
い
金
贈
呈
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
退
職
者
並
び
に

ご
家
族
の
福
祉
の
増
進
の

一
助
を
な
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
長
寿
祝
い
金

（喜
寿

。
米
寿

・
白
寿
）
を
贈

呈
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
平
均
寿
命
が
男
性
７８

・

４
才
、
女
性
８５

。
３
才
ま
で
延
び
て
い
る
中
、
喜
寿

が
長
寿
と
し
て
祝
意
を
祝
い
金
で
贈
呈
す
る
こ
と
が

馴
染
ま
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

十
七
年
度
よ
り
喜
寿
祝
い
金
の
贈
呈
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

(単位 :千円)

平成17年度収支予算書(一般会計)

② 千円以下切捨表示

(収入の部)

(注 )

科 目 金  額 記 事

事  業  費 2350 会報発行費、名簿発行費
△

=
議 費 2090

総会費、本部理事会、本部評議委員会、
事務局長会議、地本理事会、編集委員会 等

事 務 費 6988
人件費、用品費、通信費、コピー機借料、
データーベース整備 等

会 費 等 支 仕 1273 支部へ (運営補助費 )

そ の 他 支 仕 141 支部へ(保険周知宣伝協力費)等
支 出 計 12843
予  備  費 50
次 期 繰 越 釜 962
仮 受 金 繰 起 79
△
ロ 計 13935

特別基金(特別会計)繰越金 1,783千円
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§
　
パ
ソ
コ
ン
は
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　
§

安
藤
俊
子

（高
瀬
町
）

香
川
電
友
会
に
Ｉ
Ｔ
愛
好
会

・
パ
ソ
コ
ン
教
室
が

出
来
て
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
は
三
ク
ラ
ス

あ
り
ま
す
。

私
の
ク
ラ
ス
で
は
こ
れ
ま
で
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル

・
筆
ぐ
る
め
。
メ
ー
ル

・
デ
ジ
カ
メ

・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
随
分
多
く
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
最
近
私
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
デ
ジ
カ

メ
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

目
に
つ
く
草
花
や
行
事
を
写
し
て
は

「デ
ジ
カ
メ

の
達
人
」
で
補
正
し
、
ピ
ン
ボ
ケ
も
名
画
に
変
身
さ

せ
ま
す
。
電
柱
や
人
間
等
、
不
要
な
部
分
は
ト
リ
ミ

ン
グ
し
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
ア
ン
グ
ル
に
仕
上
げ
、

フ
オ
ル
ダ
に
ま
と
め
て
Ｃ
Ｄ

‐
Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
保
存
し
ま

す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
楽
し
い
作
業
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

っ
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。

一
番
の
課
題
は
更
新
で
す
。
庭
の
片
隅
に
咲
く
野
の

花
も
、
雪
景
色
も
お
い
し
い
食
事
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
題
材
で
す
。
時
々
は
ネ
タ
探
し
に
バ
ス
ハ
イ
ク
に

出
か
け
ま
す
。
季
節
の
花
や
土
地
の
名
物
を
求
め
て

う
ろ

つ
き
ま
す
。
毎
日
は
無
理
で
も
月

一
回
は
更
新

し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

メ
ル
友
も
増
え
国
際
色
豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
サ

ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ

・
バ
ル
バ
ト
ス

・
大
連

。
上

海

・
ソ
ウ
ル
‥
・
ｅ
ｔ
ｃ
　
先
方
が
日
本
語
ソ
フ
ト

を
入
れ
て
い
て
助
か

っ
て
い
ま
す
が
時
に
は
ウ
イ
ル

ス
が
乗

っ
て
き
て
右
往
左
往
し
て
い
ま
す
。

メ
ト
ル
は
思
い
つ
い
た
時
い
つ
で
も
送
信
で
き
ま

一す
。
連
絡
は
す
べ
て
メ
ー
ル
で
、
と
い
う
日
も
遠
く

な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
も
よ
く
利
用
し
ま
す
。
ホ
テ
ル

は
ネ

ッ
ト
予
約
な
ら
割
引
が
あ
り
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

の
ラ
ッ
ク
と
椅
子
も
ネ

ッ
ト
で
買
い
ま
し
た
。
定
価

の
四
分
の

一
で
届
き
ま
し
た
が
、
組
み
立
て
に
二
日

ほ
ど
苦
労
し
ま
し
た
。
天
気
予
報
も
よ
く
利
用
し
ま

す
。
旅
行
に
出
る
と
き
は

一
週
間
前
か
ら
毎
日
チ

ェ

ッ
ク
、
準
備
の
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

昨
夏
、
パ
ソ
コ
ン
を
Ｘ
Ｐ
に
買
い
替
え
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

で
使
い
放
題
に
し
ま
し
た
。
夜
中
に
ゆ

っ
く
り
と

ニ

ュ
ー
ス
を
読
ん
で
い
ま
す
。

「ボ
ー
ド
が
打
て
る
」
レ
ベ
ル
で
入
学
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
し
た
が
四
年
間
続
け
た
甲
斐
あ

っ
て
未

知
の
世
界
を
覗
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
老
後
の

一

人
遊
び
に
も
最
適
で
す
。
指
を
動
か
す
の
は
老
化
防

止
に
も
な
る
で
し
よ
う
。

「継
続
は
力
」
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

‡
趣
味
で
生
き
生
き
セ
カ
ン
ド

ロ
ラ
イ
フ
‡

吟
詠
サ
ー
ク
ル

「
た
ま
も
」

奈
良
　
正
雄

公
二
木
町
）

吟
詠
サ
ー
ク
ル

「た
ま
も
」
は
同
好
者
が
集
ま
り
、

平
成
十
二
年
四
月
発
足
以
来
五
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
吟
詠
の
稽
店
浸

毎
月
二
回
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「た

ま
も
」
で
会
員
の
都
山
流
師
範
松
本
芳
徳
さ
ん

（雅

号
尚
山
）
に
尺
八
伴
奏
を
お
願
い
し
、
吟
詠
を
通
じ

て
セ
カ
ン
ド

・
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
活
動
状
況
で
す
が
、
昨
年
四
月
二
十
日
に
は
松

山
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン

「か
つ
や
ま
」
で

「愛
媛
吟
友
ク
ラ

ブ
」
岡
本
宏
代
表
ほ
か
五
名
と
、
当
サ
ー
ク
ル

「た

ま
も
」
の
三
名
が
始
め
て
サ
ー
ク
ル
間
の
交
歓
吟
詠

を
し
ま
し
た
。
電
友
会
で
は
、
会
員
の
生
き
甲
斐
を

感
じ
る
施
策
の
ひ
と

つ
と
し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
後
押
し
も
あ
り

親
睦
も
兼
ね
て
行

っ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
現
職
時
代
に
お
会
い
し
た
懐
か
し
い
顔

ぶ
れ
に
も
出
会
い
、
会
話
と
あ
ら
た
め
て
の
自
己
紹

介
の
後
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ

一
吟
ず

つ
吟
じ
て
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
年
平
成
十
七
年
六
月

一
日
、
第
四
十
三
回
香
川

電
友
会
総
会
は
場
所
も
初
め
て
の
香
川
県
県
民
ホ
ー

ル
北
館
五
階

「玉
藻
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
総

会
後
の
懇
親
会
で
、
私
た
ち
の
有
志
が
サ
ー
ク
ル
活

動
の

一
環
と
ル
マ
松
本
尚
山
さ
ん
の
尺
八
辞
榛
終
、

規
麹
師
節
を
刺
駄
静
軸
任
Ⅶ

「
山
囃
肱
」
助

の
紳
子

李
白
作
」
を
広
い
会
場
で
緊
張
し
な
が
ら
、
堂
々
と

現
職
時
代
と
は
ま
た
違

っ
た
顔
で
吟
詠
を
披
露
し
て

懇
親
会
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

会
員
の
方
で
吟
詠
に
関
心
を
持
ち
、
腹
式
呼
吸
発

声
で
の
健
康
維
持
も
兼
ね
楽
し
み
を

一
緒
に
し
た
い

方
は
、
毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
日
午
前
中
Ｏ
Ｂ
サ

ロ

ン

「た
ま
も
」

へ
お
寄
り
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

‡
三
百
回
を
迎
え
た
ハ
Ｏ

（パ
ー
ゼ
ロ
）
会
‡

井
筒
正
義

（徳
島
市
）

昭
和
五
十
五
年

（１
９
８
０
年
）
六
月
に
十
名
程
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度
で
ス
タ
ー
ト
し
た
我
が

「八
〇
会
」
は
、
八
〇
才

に
な

っ
て
も
元
気
で
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
続
け
た
い
を

合
言
葉
に
、
二
十
五
年
間

一
回
も
休
む
こ
と
な
く
毎

月
例
会
を
重
ね
、
こ
の
五
月
に
は
記
念
す
べ
き
三
百

回
目
の
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
記
念
例
会
開
催
に
当
た

っ
て
は
、
先
ず
ど
こ

で
開
催
す
る
か
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
四
半
世
紀

を
経
た
区
切
り
の
三
百
回
な
の
で

「県
外
で
の
宿
泊

プ
レ
ー
」
の
声
、
方
や

「多
く
の
人
が
参
加
し
や
す

い
県
内
で
」
と
の
意
見
等
々
。
そ
こ
で
、
会
員
各
位

の
意
見
を
集
約
す
る
た
め
、
二
月
例
会
の
際
に
開
催

地
を

「県
内
日
帰
り
」
。
「四
国
内
宿
泊
∵

「近
畿
・

中
国
宿
泊
∵

「外
国
」
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま

し
た
が
、
結
果
は
県
内
開
催
が
圧
倒
的
で
し
た
。
こ

れ
は
少
し
で
も
多
く
の
会
員
の
参
加
が
大
事
と
の
判

断
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
開
催

コ
ー
ス
は
県
下
Ｎ
Ｏ

。
１

の
呼

び
声
２
口同
い

「サ
ン
ピ
ア
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
に
、
開

催
日
は
同
ク
ラ
ブ
の

「二
月
杯
」
が
開
催
さ
れ
る
五

月
十

一
日
と
し
ま
し
た
。

開
催
当
日
は
、
快
晴
微
風
の
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和

に
恵
ま
れ
、
参
加
者
四
十
四
名
は
、
八
〇
会
の
賞
金

と

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
賞
品
獲
得
を
目
指
し
て
、
楽

し
く
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

賞
品
は
、
記
念
例
会
に
当
る
こ
と
か
ら
八
〇
会
で

は
、
優
勝
～
ホ
タ
ル
ま
で
全
員
に
順
位
賞
と
近
ピ
ン

遠
ピ
ン

・
大
波
小
波
等
の
特
別
賞
、
ド
コ
モ
賞
、
サ

ン
ピ
ア
賞
を
用
意
し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
ｃ

な
お
、
成
績
表
や
ス
ナ

ッ
プ
は
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ

（Ｎ

Ｔ
Ｔ
徳
島
Ｏ
Ｂ

・
サ
ー
ク
ル
活
動

。
人
○
会
）
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
二
十
五
年
間
の
歴

代
優
勝
者
名
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

一
度
ご
覧
下

さ
い
。

（入
賞
者
）

優
　
勝
　
　
　
山
田
　
　
善
章

準
優
勝
　
　
　
後
藤
田
　
吉
宏

〓
一　
位
　
　
　
一品
畑
　
　
敏

一

四
　
位
　
　
　
日
出
　
　
明
利

〃
あ
り
が
と
う
！
待
ち
ゆ
う
き
、
ま
た
来
て
よ

〃

ド
コ
モ
高
知
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

三
谷
　
文
教

（高
知
市
）

み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

本
日
は
、
高
知
で
バ
ン
ド
演
奏
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
を
し
て
お
り
ま
す

「ド
コ
モ
高
知
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
」
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
も
そ
も
平
成
八
年
の
こ
と
、
私
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
高
知
支
店
に
勤
務
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
転
勤
に

よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
支
店
に
来
て
い
た
昔
の
バ
ン
ド
仲

間

（電
電
四
国
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
）
で
あ
る
山
本
幸

義
さ
ん
が
結
婚
式
で
の
演
奏
の
話
を
持

っ
て
き
た
の

が
現
在
の
バ
ン
ド
発
足
の
キ
ッ
カ
ケ
で
す
。

そ
の
後
の
存
続
危
機
を
、
当
時
ド
コ
モ
高
知
支
店

長
で
あ

っ
た
中
西
正
弘
氏
を
は
じ
め
皆
様
の
支
援
で

何
と
か
乗
り
越
え
、
平
成

一
〇
年
の
春
、
新
た
な
気

持
ち
で
〃
土
日
等
の
休
日
を
利
用
し
た
福
祉
施
設
等

へ
の
訪
問

（慰
間
）
演
奏

〃
を
目
的
に
７
名
で
再
出

発
し
ま
し
た
。

第

一
回
目
の
訪
問
演
奏
は
高
知
市
内
の
老
人
ホ
ー

ム

ヘ
行
こ
う
と
、
数
ケ
所
の
施
設

へ
申
し
込
み
を
行

い
ま
し
た
が
、
ど
こ
の
施
設
も
定
期
的
に
慰
間
に
来

る
団
体
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
、
当
時
は
平
日
慰
問

が
原
則
で
あ
り
、
突
然
私
た
ち
の
よ
う
な
新
参
者
が

入
り
込
む
余
地
が
な
く
、
体
よ
く
断
ら
れ
る
の
が
現

実
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
私
た
ち
の
趣
旨
を
理
解
し
て
訪
間
を

受
諾
し
て
下
さ

っ
た

の
が
高
知
県
高
岡
郡
葉
山
村

（現
在
は
津
野
村
）
の

「特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
葉

<八 〇 会 第 300会 記 念 例 会 >
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山
荘
」
さ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
で
記
念
す
べ
き

ド
コ
モ
高
知
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
第

一
回
訪
問
演
奏

は
平
成
十
年
十
月
二
十
四
日

（土
）
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
七
年
の
月
日
が
流
れ
た
今
で
は
〃
施
設
の

方
が
歌
手
に
な
り
生
バ
ン
ド
で
歌
う

〃
と
い
う
ス
タ

イ
ル
が
認
め
ら
れ
、
高
知
市
内
は
勿
論
の
こ
と
東
は

安
芸
か
ら
西
は
窪
川
ま
で
約
二
〇
箇
所
の
老
人
ホ
ー

ム
、
障
害
者
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
、
帰
り
に
は

必
ず
言
わ
れ
る

『
あ
り
が
と
う
。
待
ち
ゅ
う
き
、
ま

た
来
て
よ
』
の
声
を
励
み
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
の
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
社

員
三
名
、
Ｏ
Ｂ
五
名
、
シ
ョ
ッ
プ
四
名
の
合
計
十
二

名
で
構
成
し
て
い
ま
す
が
、
発
足
当
時
か
ら
ド
コ
モ

高
知
支
店
長
を
は
じ
め
代
々
の
支
店
長
の
音
頭
で
会

社
ぐ
る
み
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
の
春
で

延
べ
百
十
二
回
の
訪
問

（慰
問
）
演
奏
を
行

っ
て
き

ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
二
百
回
の
節
目
を
目
標
に

頑
張

っ
て
行
き
ま
す
。

香
川
電
友
会
三
十
年
ぶ
り
に
総
会
会
場
を
変
更

（香
川
）

香
川
電
友
会
の
総
会
は
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
総

会
恒
例
の
場
所
と
し
て
高
松
市
の
松
平
藩
ゆ
か
り
の

玉
藻
公
園
披
雲
閣
で
馴
れ
親
し
み
の
あ
る
日
本
庭
園

を
横
に
二
十
九
年
の
長
い
間
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
会
員
の
平
均
年
齢
は
七
十
二
歳
と
高
齢
化

し
、
和
室
の
座
席
に
苦
痛
を
感
じ
る
人
が
多
く
な

っ

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
の
第
四
十
三
回
総
会
は
会
場

を
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
に
変
更
し
、
近
代
的
な
明
る

い
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

六
月

一
日
に
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、
顧
間
の
Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
香
川
支
店
、
久
保
朋
起
支
店
長
他
来
賓
の

方
々
と
約
二
百
名
の
会
員
の
出
席
で
開
会
の
は
こ
び

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
近
年
増
え
て
い
る
長
寿
祝
い
の
会
員
は

白
寿

（渡
辺
カ
ツ
様
）
、
米
寿

（四
名
）
、
喜
寿

（五

十
九
名
）
で
、
内
二
十
名
の
方
が
出
席
さ
れ
、
会
長

か
ら
お
祝
い
の
言
葉
と
共
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
議
事
に
移
り
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ

た
あ
と
、
平
成
十
七
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は

香
川
電
友
会
の
重
点
課
題
と
し
て
サ
ー
ク
ル
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

へ
の
助
成
、
ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ

へ
の

支
援
施
策
と
し
て
フ
レ
ッ
ツ
シ
リ
ー
ズ
の
契
約
に
関

す
る
講
習
会
の
開
催
等
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
の
終
了
後
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
高
松
診
療
所
予

防
医
療
セ
ン
タ
所
長
、
福
井
敏
樹
先
生
か
ら

「生
活

習
慣
病

の
予
防
」
、
「
日
常

の
健
康
管
理
」
に

つ
い

て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使

っ
た
講
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
会
員
の
み
な
さ
ん
も
認
識
を
新
た
に
し
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

総
会
の
終
了
後
の
懇
親
会
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ

企
業
か
ら
二
十
名
の
来
賓
の
列
席
を
い
た
だ
き
、
現

役
と
Ｏ
Ｂ
の
語
ら
い
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
吟
詠
サ

ー
ク
ル
の
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る
な

ど
、
会
員
相
互
の
親
睦
が

一
段
と
増
し
た

一
日
と
な

り
ま
し
た
。

<や す ら ぎ の 家 で の 演 奏 風 景 >

<香 川 電 友 会 総 会 の模 様 >
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◇
　
旭
　
　
隼
人

（松
山
市
）

第
二
の
就
職

（ド

コ
モ
）
を
退
職
し
て
か
ら
、
早

く
も
四
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
当
時
は
苦
情
対
応
等
で

い
や
な
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
な

つ
か
し

い
想
い
出
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

今
は
以
前
か
ら
の
趣
味
で
あ

っ
た
カ
メ
ラ
を
片
手

に
風
景
に
、
ま
た
花
に
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を

求
め
て
い
ま
す
。
す
ば
ら
し
風
景
に
見
え
て
も
い
ざ

フ
イ
ル
ム
に
写
す
と

。
・
・
？
　
写
真
の
奥
の
深
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
　
ま
た
Ｏ
Ｂ
の
人
達
と
週

一

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
等
、
心
身
共
に
健
康
な

毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
石
田
　
一昴
男

（さ
ぬ
き
市
）

退
職
を
し
て
三
年
、
退
職
し
た
ら
ゆ

つ
く
り
と
海

釣
り
を
楽
し
み
、
ま
た
、
時
間
を
上
手
に
利
用
し
て

ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を
し
よ
う
と
思
い
、
退
職
前
か
ら
準

備
を
致
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
退
職
と
同
時
に

地
域
の
お
役
を
押
し
付
け
ら
れ
、
地
域
の
水
問
題

・

地
域
の
環
境
問
題
等
々
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
あ
き
ら
め
て
、
公
園
作
り

（憩
い
の
場
作

り
）
や
ゴ
ミ
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
年

寄
り
も
病
弱
で
あ

っ
て
身
動
き
が
出
来
な
い
始
末
で

す
。
い
ず
れ
時
期
が
来
れ
ば
、
ま
た
叶
う
だ
ろ
う
ヒ

我
慢
我
慢
の
日
々
で
す
。

一　退職し∝早は格
一年疎躊ぎ（編嗽師一

毎
日
が
日
曜
日
な
の
に
忙
し
く
て
家
で
ゆ
っ
く
り

す
る
暇
も
あ
つ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
楽
し
み
で
も
あ
る
。

毎
週
ヨ
ー
ガ

・
カ
ラ
オ
ケ
と
最
近
で
は
山
歩
き

。
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も
始
め
ま
し
た
。

山
は
初
め
て
の
経
験
で
、
こ
の
年
令
に
な

っ
て
行

く
と
は
自
分
で
も
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
こ
と
で

す
。
新
し
い
登
山
靴
も
買

っ
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

頂
上
で
の
景
色
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
食
べ
た
お
に
ぎ

り
の
お
い
し
か
っ
た
こ
と
。
元
気
で
い
ら
れ
る
限
り

続
け
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
池
田
　
博
志

　

（松
山
市
）

退
職
し
て
早
く
も

・
・
・
。
と
い
う
感
じ
で
す
。

元
気
で
新
し
い
人
生
を
謳
歌
し
た
い
の
で
す
が
、
は

か
ら
ず
も
平
成
十
六
年
二
月
に
心
臓
病
を
発
症
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

一
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

健
康

の
大
切
さ
は
分
か

っ
て
い
た

つ
も
り
で
す

が
、
健
康
を
過
信
し
て
い
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
生
活

習
慣
の
見
直
し
と
、
健
康
診
断
対
応
を
お
勧
め
し
ま

す
。
　

年
を
取
る
と
、
ど
こ
か
も
ろ
く
な

っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
あ
る
は
ず
で
す
。
ち
ょ
っ
と
の
ひ
び
の
間

に
修
理
し
て
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
が
、
人
生
の
謳
歌

に
つ
な
が
る
と
存
じ
ま
す
。
　

祈
ご
健
勝
―

◇
　
石
原
　
靖
世

　

（高
知
市
）

元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

ち
よ
つ
と
だ
け
仕
事
を
し
、
町
内
会
と
寿
ク
ラ
ブ
の

役
員
を
し
て
、
後
は
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
等
に
参
加

し
、
ネ
ン
リ
ン
ピ
ツ
ク
高
知
県
代
表
を
目
指
し
て
頑

張
り
、
ま
た
、
大
い
に
遊
ん
で
お
り
ま
す
。
お
酒
も

飲
ん
で
お
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
い
し
い
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
体
力

の
向
上
に
努
め
、
健
康
に
気
を
配

っ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。◇

　
岡
田
　
剛

　

（羽
ノ
浦
町
）

サ
ン
デ
ー

・
毎
日
が
す

っ
か
り
身
に
つ
い
た
今
日
、

一
番
大
切
な
も
の
は
健
康
。
毎
朝
、
近
く
の
山

へ
一

時
間
半
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
途
中
に
あ
る
公
園
や
神

社
で
始
め
て
４
年
に
な
る
太
極
拳
の
稽
古
で

一
日
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
小
さ
な
畑
で
の
野
菜
作
り

も
四
年
目
と
な
り
、
育
て
る
難
し
さ
と
収
穫
す
る
悦

び
を
実
感
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
元
気
な
内
に
と
妻

と
海
外
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
も
楽
し
み
の
ひ
と

つ

で
す
。
最
近
、
反
日
デ

モ
直
後
の
中
国

へ
家
族
で
旅
行
。

キ
ヤ
ン
セ
ル
続
出
で
し
た
が
、
現
地
で
は
全
く
安
全

に
観
光
す
る
こ
と
が
出
来
て
幸
運
で
し
た
。

◇
　
柏
井
　
義
弘

　

（松
山
市
）

リ
タ
イ
ヤ
し
て
二
年
経
過
。
新
聞
を
読
み
、
テ
レ

ビ
の
フ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
て
笑

っ
た
り
、
嘆
い
た
り
。

健
康
の
た
め
に
と
水
泳
を
始
め
ま
し
た
が
、
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
泳
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
時
点
で
小
休
止
。

体
重
が
元
に
戻
り
が

っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

ボ
ケ
防
止
に
と
、
学
生
時
代
好
き
だ

っ
た
英
語
の

勉
強
を
思
い
つ
き
、
覚
え
て
は
忘
れ
、
覚
え
て
は
忘

れ
の
繰
り
返
し
で
、
わ
れ
な
が
ら
あ
き
れ
て
い
ま
す
。
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◇
　
鎌
田
　
敦
子

　

（松
山
市
）

平
成
十
二
年
に
退
職
後
、
父
の
死
、
一
一度
の
入
院
、

八
十
八
カ
所
参
り
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
今
は

旅
行
、
歩
こ
う
会
等
で
見
知
ら
ぬ
土
地
の
景
色
や
人

情
に
ふ
れ
た
り
、
お
し
や
べ
り
し
て
ゆ

っ
た
り
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
九
月
に
開
催
さ
れ
る
電
友
会
の

「趣

味
の
作
品
展
」
に
向
け
て
人
形
作
り
の
稽
古
を
再
開

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
て
楽
し
く

盛
大
な
会
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
　
△
ム
場
で
多
く
の

方
と
お
会
い
出
来
ま
す
事
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

◇
　
桑
村
　
宜
久

　

（松
山
市
）

朝
露
の
皐
月
を
眺
め
散
歩
か
な

の
気
分
で
可
能
な
限
り
徒
歩
通
勤
で
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
後
テ
ル
ウ

エ
ル
グ
ル
ー
プ
で
お
世
話
に

な

っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
、
休
日
も
多
い
勤
務
体
系

で
趣
味
と
し
て
の
日
曜
大
工

・
釣
り

。
そ
の
他
色

々

と
下
手
の
横
好
き
に
凝

つ
て
お
り
ま
す
。

今
、　
一
番
気
を

つ
け
て
い
る
こ
と
は

一
年
前
の
自

転
車
に
よ
る
大
怪
我
を
教
訓
と
し
て
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
い
て
で
す
。

◇
　
河
野
　
正
代

　

（高
知
市
）

退
職
し
て
六
年
余
り
。
先
輩
の
勧
め
で
卓
球
を
始

め
て
三
年
程
に
な
り
ま
す
。
す

っ
か
り
は
ま

つ
て
し

ま
い
、
練
習
の
た
め
卓
球
用
具
を
片
手
に
、
西
に
東

に
と
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
四
月
に
友
達
と
ク
ラ
ブ
を
結
成
し
て
、
公
式

）戦
に
も
参
加
す
る
な
ど
頑
張

つ
て
い
ま
す
。

今
年
は
Ｏ
Ｂ
の
先
輩
三
名
に
も
加
入
し
て
頂
き
、

賑
や
か
に
盛
り
上
が

つ
て
い
ま
す
。

家
族
の
健
康
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
し
か
で

き
な
い
事
、
今
だ
か
ら
や
れ
る
事
の
大
切
さ
を
し
み

じ
み
痛
感
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
一二
枝
　
基
悦

　

（高
松
市
）

第
二
の
職
場
を
退
職
し
て
三
年
、
今
は
そ
の
職
場

に
月
十
日
ほ
ど
パ
ー
ト
で
勤
め
て
お
り
ま
す
。

今
年
二
月
ま
で
は
、
双
子
の
孫
を
保
育
所

へ
送
迎

し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
に
小
学
校

へ
入

っ
た
の
で
、

そ
の
用
事
か
ら
は
開
放
さ
れ
ま
し
た
。

趣
味
と
し
て
旅
行
、
四
国
人
十
人
力
所
巡
り
、
カ

ラ
オ
ケ
、
魚
釣
り
、　
了
フ
ソ
ン

（今
は
腰
痛
で
中
断

中
）
と
身
体
の
動
く
う
ち
に
と
欲
張

つ
て
い
ま
す
。

予
定
の
な
い
日
の
朝
は
近
く
の
喫
茶
店
で
マ
ラ
ソ

ン
仲
間
と
喋

っ
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て
、
ゆ

つ

た
り
と
癒
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
定
岡
　
秀
和

　

（四
国
中
央
市
）

最
近
い
警
備
会
社
を
や
め
、
こ
れ
か
ら
は
趣
味
の

テ

ニ
ス

・
山
登
り

。
マ
ラ
ソ
ン
に
挑
戦
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
で
も
う

一
度
優
勝
し
た
い
と
思

つ

て
い
ま
す
。
尺
人
も
や

っ
て
上
手
く
な
り
た
い
。
自

己
流
で
す
が
。

◇
　
杉
野
　
原
史

　

（松
山
市
）

第
二
の
職
場

（テ
ル
ウ

エ
ル
）
を
退
職
し
て
五
年

が
経
ち
ま
し
た
。
現
在
は
町
内
会
の
役
員
、
三
年
前

か
ら
民
生
委
員
と
し
て
地
域
の
方

々
と
の
交
流
、
町

内
独
居
高
齢
者
の
訪
問
等
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

趣
味
と
し
て
は
、
以
前
か
ら
し
て
い
た
詩
吟
、
三

年
前
か
ら
習
い
始
め
た

ハ
ー
モ
ニ
カ
で
楽
し
く
過
ご

し
て
い
ま
す
。
今
で
は
、
年
二
～
三
回

ハ
ー
モ
ニ
カ

教
室
の
仲
間
と
病
院

。
老
人
ホ
ー
ム
等

へ
慰
問

コ
ン

サ
ー
ト
に
行

っ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ン
」れ
か
ら
も
、

趣
味
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

つ

て
い
ま
す
。◇

　
中
塚
　
秀
敏

　

　

（松
山
市
）

平
成
十
三
年
二
月
で
退
職
し
、
早
や
四
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

当
初
か
ら
晴
耕
雨
読
を
望
み
、
借
り
た
農
園
で
無

農
薬
の
野
菜
作
り
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
虫
、
鳥
、

雑
草
と
の
競
争
は
悪
戦
苦
闘
の
連
続
で
す
。

趣
味
も
囲
碁
、
将
棋
、
生
花
か
ら
終
い
に
石
に
は

ま
り
、
水
石
研
究
会
の
先
輩
に
石
の
台
座
作
り
を
教

わ
り
、
毎
日
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
し
、
穏
や
か
で
楽
し
い
日

々
が
送
れ
る
こ
と
を
願

つ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
野
聞
須
　
昭
征

　

（松
山
市
）

「生
涯
送
リ
バ
ン
ド
」
に
終
わ
り
を
告
げ
て
、
今

は
二
人

（中

一
。
小
三

・
小

一
）
の
孫
を
我
が
子
と

し
て
三
度
目
の
子
育
て
に
、
カ
ン
キ
チ

（老
犬
）
の

散
歩
に
と
毎
日
忙
し
く
日
々
が
暮
れ
て
行
き
ま
す
。

堀
江
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
の
二
人
に
、
送
り

バ
ン
ド
の
大
切
さ
を
分
か

つ
て
く
れ
る
日
を
楽
し
み
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に
フ
レ
ー
フ
レ
ー
と

エ
ー
ル
を
送

っ
て
い
る
昨
今
で

す
。

◇
　
葉
田
　
稔

　

（鳴
門
市
）

皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

私
は
退
職
し
て
早
や
十
五
年
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
光
陰
矢
の
如
し
で
す
。

退
職
時
の
体
調
か
ら
考
え
て
、
現
在
ま
で
何
と
か

元
気
で
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
が
不
思
議
な
気
が
し
ま

す
。
今
は
老
い
た
母

（満
九
人
歳
）
と
老
妻
の
二
人

で
地
域
の
人
達
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
、
何
と
な

く
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

取
り
立
て
て
変
わ

っ
た
こ
と
も
し
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
写
真
、
妻
は
俳
句
と
お
互
い
下
手
な
が
ら

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
を
の
ん
び
り
と
流
れ
に
ま
か
せ
て

生
き
て
ゆ
く
心
算
で
す
。

◇
　
八
村
　
友
子

（高
松
市
）

退
職
、
立
ち
退
き
で
新
し
い
住
居
探
し
、
長
男
の

結
婚
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
十
二
年
。

瀬
戸
を
行
き
交
う
フ
エ
リ
ー
を
眺
め
ら
れ
る
所
に

落
ち
着
き
ま
し
た
。

今
は
近
所
の
人
と
大
正
琴
、
古
典
の
講
座
、
夫
と

月

一
回
ず

つ
の
通
院
、
花
の
名
所

へ
、
さ
ぬ
き
う
ど

ん
巡
り
、
家
庭
菜
園
、
孫
の
子
守
り
。

年
に

一
回
は
海
外

へ
行
き
た
い
も
の
で
す
が
、
せ

め
て
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
友
と
メ
ー
ル
出
来
る
よ
う
に

Ｉ

Ｔ
同
好
会
に
入

っ
て
パ
ソ

コ
ン
を
楽
し
く
教
え

て
も
ら

つ
て
い
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◇
　
原
　
　
順
子

　

（徳
島
市
）

皆
様
お
元
気
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
私
は
両
親
の
世
話
の
た
め
毎
週
実
家
に
帰

っ

て
い
ま
す
。
高
齢
の
た
め
心
配
で
帰

つ
て
い
る
状
況

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
合
間
に
社
交
ダ
ン
ス
の
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。
あ
の
華
や
か
な
世
界
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
の
で
、
い
つ
か
私
も
ス
テ
キ
な
ド
レ
ス
を
着
て

フ
ロ
ア
ー
い
っ
ぱ
い
に
踊

っ
て
み
た
い
と
夢
を
見
て

い
ま
す
。
で
も
ち
ょ
っ
と
残
念
な
の
は
男
性
が
少
な

い
こ
と
で
す
。
（中
で
も
若
い
人
が
）

親
に
は
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
と
願
う
ば
か
り

で
す
。
そ
の
為
に
は
私
も
健
康
に
気
を

つ
け
て
世
話

に
、
ダ
ン
ス
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

◇
　
　
檜
垣
　
芳
徳

　

（砥
部
町
）

第
二
の
職
場
を
平
成
十
五
年
二
月
に

一
年
余
し
て

退
職
し
た
。
今
は
仕
事
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
束

縛
感
か
ら
開
放
さ
れ
、
気
分
は
爽
快
。

気
の
会

っ
た
仲
間
だ
け
で
の
ゴ
ル
フ

・
飲
み
会

・

旅
行

・
喫
茶
店
で
の
時
事
放
談
、
ま
た
話
題
作
り
の

映
画
鑑
賞
や
花

つ
く
り
と
、
自
分
の
思
ヶ
が
侭
に
行

動
で
き
る
毎
日
が
最
高
。

た
だ
ひ
と

つ
気
が
か
り
は
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
根

幹
で
あ
る
厚
生
年
金
、
企
業
年
金
、
テ
ル
ウ

エ
ル
年

金
の
行
方
。
私
は
応
援
す
る
。
頑
張
れ
日
本
―
頑
張

れ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
！

◇
　
　
廣
瀬

｛昌
美
子

　

（さ
ぬ
き
市
）

五
十
三
歳
で
退
職
、
ア
ツ
と
言
う
ま
の
十
五
年
。

初
め
の
内
は
勤
め
て
い
た
頃
に
出
来
な
か

つ
た
趣
味

等
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
元
気
な
間
に

「私
に
で
も

出
来
る
社
会
に
役
立

つ
こ
と
」
は
な
い
か
な
と
思
う

よ
う
に
な
り
、
市
の
主
催
す
る

「子
育
て
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
」
講
座
を
受
け
、
さ
ぬ
き
市
に
登
録
し
、
連
絡

が
入
れ
ば
保
育
所

へ
出
向
い
て
い
ま
す
が
、
孫
の
育

て
方
に
も
役
立

つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
約
筆
記

（聴
覚
障
害
者
に
話
の
大
切
な

と
こ
ろ
を
要
約
し
て
文
字
で
伝
え
る
）
奉
仕
員
研
修

会
を
受
講
し
、
香
川
県
知
事
さ
ん
か
ら
登
録
証
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◇
　
藤
山
　
潤
二
　

（松
山
市
）

二
人
の
子
供
は
夫
々
独
立
し
、
今
は
夫
婦
二
人
だ

け
の
生
活
で
す
。
講
座

マ
ニ
ア
と
水
泳
教
室
と
温
泉

を
愛
好
の
シ
エ
ア
で
す
。
平
々
凡
々
の
日
々
で
す
。

た
だ

一
つ
の
悩
み
事
は
耳
鳴
り
で
、
夜
、
熟
睡
で

き
な
い
こ
と
で
す
。
自
律
神
経
失
調
症
と
思
わ
れ
、

毎
日
が
憂
う

つ
で
す
。
最
近
は
長
寿
の
目
標
も
揺
ら

ぎ
が
ち
で
す
。
静
寂
と
安
眠
と
安
心
が
今

一
番
の
望

み
で
す
。
目
に
青
葉
　
心
晴
れ
ば
れ
　
願
う
身
か

十
三
回
忌
　
筍
下
げ
て
　
妹
来
た
り

夢
う

つ
つ
　
何
を
告
げ
る
や
　
不
如
帰

◇
　
槙
　
　
　
壮

　

（今
治
市
）

最
近
は
米
大
リ
ー
グ
の
テ
レ
ビ
観
戦
、
小
庭
に
出

て
は
草
取
り
と
、
平
々
凡
々
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
老
化
防
止
と
暇

つ
ぶ
し
か
ら
新
聞
の

「
こ

れ
だ
！
」
と
目
に
と
ま

つ
た
記
事
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
し
、

私
な
り
の
記
録
資
料
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
者
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
楽
し
く
、
毎

回
参
加
し
先
輩
か
ら
元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
二
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
活
動
し
、
地
域

に
お
い
て
は
自
治
会
の
世
話
役
を
昨
年
か
ら
引
き
受

け
て
お
り
ま
す
。

健
康
に
留
意
し
、
二
人
の
孫
の
成
長
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

◇
　
一二
木
　
孝
平

　

（三
野
町
）

田
舎
に
い
る
と
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
そ
う
に
な

る
の
で
、
時
々
大
都
会
？
の
空
気
を
吸
う
た
め
、
高

松
の
夜
景
を
眺
め
に
出
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
天
気
の
良
い
日
に
は
山
歩
き
や
畑
仕
事
な

ど
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ユ
に
努
め
、
人
や
自
然
と
接

す
る
中
で
、
今
迄
気
づ
か
な
か

つ
た
新
し
い
発
見
を

す
る
の
も
楽
し
み
に
な

つ
て
い
ま
す
。

現
在
、　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ

イ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
悔
い
の
な
い
毎
日
を

過
ご
す
よ
う
心
掛
け
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

◇
　
宮
脇
　
征
子

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
五
年
。
週

一
回
社
交
ダ
ン
ス
，
月
二
回

ョ
ー
ガ
、
月

一
回
カ
ラ
オ
ケ
、
月

一
回
電
友
会
の
「歩

く
会
」
に
参
加
。

新
築

マ
ン
シ
ヨ
ン
を
購
入
し
、
全
部
屋
の
壁
に
ピ

ク
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
を
工
事
。
絵
画
、
絵
皿
、
鏡
、
タ

ペ
ス
ト
リ
ー
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
額
、
私
の
彫

っ

た
木
彫
り
を
飾
り
、
骨
董
に
も
凝
り
楽
し
く
過
ご
し

て
い
る
。

「冬
の
ソ
ナ
タ
」
以
来
、
韓
国
ド
ラ

マ
に
は
ま
り

「秋
の
童
話
」
「天
国
の
階
段
」
「真
実
」

ｅ
ｔ
ｃ

）
録
画
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
の

「
ハ
ン
グ
ル
講
座
」
を
テ

キ
ス
ト
片
手
に
勉
強
。
ド
ラ

マ
の
中
の
ハ
ン
グ
ル
が

少
し
読
め
て
楽
し
い
。

◇
　
室
田
　
社
堡
心
　

（松
山
市
）

仕
事
を
辞
め
て
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
病
院
や
薬

が
嫌
い
な
せ
い
も
あ

つ
て
、
健
康
診
断
を
受
け
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
同
年
代
の
人
々
を
そ
れ
と
な
く

観
察
し
て

「食
欲
も
筋
力
も
持
久
力
も
並
み
以
上
は

あ
り
そ
う
だ
か
ら
当
分
身
体
の
方
は
大
丈
夫
」
と
勝

手
に
決
め
て
い
ま
す
。

昨
年

一
月
か
ら
町
内
の
自
治
会
長
を
や
ら
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
共
聴
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
の
存
廃
や
大
規

模
地
震
対
策

の
入
り
回
部
分

の
つ
く
り
な
ど
の
ほ

か
、
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
雑
多
な
難
題
の
解
決
に

手
を
焼
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

◇
　
山
崎
　
久
子

　

（財
田
町
）

あ
れ
も
し
た
い
、
こ
れ
も
し
た
い
と
思
い
な
が
ら

目
先
の
こ
と
に
追
わ
れ
て
、
月
日
だ
け
が
通
り
過
ぎ

て
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

願
わ
く
ば
、　
一
日
が
三
十
時
間
、
何
も
な
い
曜
日

が

一
週
間
に

一
日
、　
一
ヶ
月
が
三
十
五
日
あ
れ
ば
。

（こ
れ

つ
て
そ
れ
ほ
ど
ぜ
い
た
く
で
は
な
い
と
思
う

の
で
す
が
）
な
ど
と
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
を

言

っ
て
い
る
間
に
も
草
や
植
木
は
休
ま
ず
伸
び
る

し
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
日
は
た
く
さ
ん
待

っ
て
い
る

し
、
も
う
お
手
上
げ
。

で
も
、
今
日
は
少
し
ぐ
ち

っ
た
お
か
げ
で
、
空
を

見
上
げ
る
余
裕
が
出
来
ま
し
た
。

◇
　
脇
谷
　
笑
子

　

（高
松
市
）

退
職
し
て
五
年
。
職
場
の
こ
と
は
遠
い
思
い
出
と

な
り
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
、
長
寿
大
学
の
仲
間
や
友
人
な
ど
多
く
の
人

達
と
、
パ
ソ
コ
ン
、
野
山
歩
き
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、

旅
行

・
・
・
・
。
そ
の
時
そ
の
時
が

「よ
か
つ
た
」

と
思
え
る
日
々
を
過
ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。今
の
若
い
人
達
の
大
変
さ
を
思
い
な
が
ら
、
自
分

の
為
そ
し
て
人
の
為
に
も
、
身
体
と
頭
を
動
か
し
心

身
と
も
に
健
康
で
あ
り
た
い
と
願

つ
て
い
ま
す
。
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目
に
見
え
な
い
赤
ち
ゃ
ん
の
病
気

『
ベ
ビ
ー
ド
ッ
ク
』
で
早
期
発
見

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

小
児
科
　
　
梶
原
　
士
心
織

今
年
六
月

一
日
に
発
表

さ
れ
た
二
〇
〇
四
年
の
人

口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、

出
生
数
は
百
十

一
万
人
百

三
十
五
人
で
前
年
よ
り

一

万
三
千
七
百
七
十
五
人
減

少
し
、
合
計
特
殊
出
生
率

（
一
人
の
女
性
が
生
涯
に

産
む
子
供
の
平
均
数
）
は

一
。
二
九
で
前
年
と
同
率

で
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
過
去
最
低
を
記
録
し
て
い

ま
す
。
国
も
保
育
体
制
の
整
備
な
ど
育
児
支
援
に
重

点
を
置
い
た
少
子
化
対
策
を
と

つ
て
き
ま
し
た
が
、

十
分
な
効
果
は
上
が
ら
ず
少
子
化
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
現
状
で
、
虐
待
や
無
残
な
犯
罪
に
よ

っ
て
命

を
落
と
し
て
し
ま
う
子
供
の
ニ
ュ
ー
ス
は
連
日
の
よ

う
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
愛
さ
れ

て
健
や
か
に
育

っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
、
私
た

ち
は
お
母
さ
ん
と
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
関
わ

つ
て
い
ま
す
。
小
児
科
医
と
し
て
は
、
妊
娠
中
の
お

母
さ
ん
に
対
し
て
、
育
児
不
安
が
強
い
場
合
や
お
複

の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
つ
い
て
心
配
事
が
あ
る
場
合

‐こ

『
ブ
レ
ネ
イ
タ
ル
ビ
ジ

ッ
ト
』
（出
産
前
小
児
保
健

指
導
）
を
行
い
、
そ
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、
支
援
や

指
導
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
院
で
生
ま
れ
た
赤

ち
や
ん
に
対
し
て
は
、
退
院
ま
で
に
二
回

（出
生
後

と
退
院
前
）
の
診
察
と
、
毎
日
の
哺
乳
状
況
や
体
重

の
推
移
、
黄
疸
な
ど
の
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
、
何
か
問

題
が
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
産
科
退
院
後
も
、
健
診
や
予
防
接
種

を
通
じ
て
、
ま
た
小
児
科
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
、

継
続
し
て
お
子
さ
ん
の
健
全
な
発
育
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
妊
娠
中
か
ら
出
生
、
そ
の
後
に
至
る
ま
で

一

貫
し
て
関
わ

っ
て
い
け
る
の
は
、
複
数
の
診
療
科
が

あ
る
病
院
な
ら
で
は
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
当
院
で
は
、　
一
見
し
て
元
気
で
、
診
察
上

は
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
隠
れ
て
い

る
先
天
的
な
異
常
や
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
目
的

で
、
産
科
入
院
中
に

「ベ
ビ
ー
ド
ッ
ク
」
を
お
勧
め

し
て
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
ド
ッ
ク
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の

赤
ち
ゃ
ん
版
で
、
検
査
は
聴
力
検
査
、
頭
部
超
音
波

検
査
、
腹
部
超
音
波
検
査
、
先
天
性
股
関
節
脱
臼
チ

ェ
ツ
ク
が
あ
り
、
小
児
科
医
、
整
形
外
科
医
、
看
護

師
が
協
力
し
て
行

っ
て
い
ま
す
。

聴
力
検
査
は
、
先
天
性
難
聴
の
有
無
を
調
べ
る
も

の
で
す
。
先
天
性
難
聴
の
頻
度
は
千
人
に

一
～
二
人

と
以
外
に
多
く
、
放

っ
て
お
く
と
二
～
三
才
頃
に
言

語
発
達
の
遅
れ
が
出
て
初
め
て
見
つ
か
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
仮
に
難
聴
が
あ

っ
て
も
早
期
に
発
見
し
、

療
育
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
言
語
の
習
得

に
大
き
な
差
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
新
生
児
期
で

の
聴
力
検
査
が
勧
め
ら
れ
、
欧
米
各
国
で
は
検
査
の

施
行
が
法
制
化
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
で
は
全
体
の
半
分
も
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
頭
部
超
音
波
検
査
で
見
つ
か
る
異
常
に
つ
い
て
は

は

っ
き
り
と
し
た
頻
度
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
当
院
で
も
ま
れ
に
脳
の
先
天
異
常
が
見
つ
か
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
小
児
神
経
専
門
医
も
し
く
は
脳

外
科
医
に
紹
介
し
て
精
密
検
査
や
そ
の
後
の
管
理
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

腹
部
超
音
波
検
査
は
、
比
較
的
頻
度
の
高
い
腎
臓

や
尿
路

の
異
常
を
見

つ
け
る
こ
と
が
主
目
的
で
す

が
、
肝
臓
、
胆
嚢
、
す
い
臓
、
牌
臓
、
大
血
管
も
検

査
し
て
い
ま
す
。
病
気
以
前
の
問
題
と
し
て

「あ
る

べ
き
場
所
に
、
あ
る
べ
き
臓
器
が
、
あ
る
べ
き
形
で

存
在
す
る
」
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

と
い
う
の
は
先
天
的
に
臓
器
が
無
か

っ
た
り
、
著
し

く
小
さ
か

っ
た
り
、
場
所
や
形
が
通
常
と
異
な

っ
て

い
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
。
中
に
は
、
早
期

に
精
密
検
査
や
手
術
な
ど
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場

合
も
あ
り
、
症
状
が
出
現
す
る
前
に
発
見
で
き
る
こ

と
は
非
常
に
大
き
な
利
点
と
な

っ
て
い
ま
す
。

先
天
性
股
関
節
脱
臼
は
昔
に
比
べ
て
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
現
在
に
お
い
て
も
早
期
発
見

・
早
期
治

療
が
重
要
な
病
気
で
、
ド
ッ
ク
で
は
整
形
外
科
医
が

チ

エ
ツ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ベ
ビ
ー
ド
ッ
ク
の
よ

う
に
、
普
通
に
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
こ
れ
ら
の
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
病

院
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
非
常
に

有
用
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど
の
検
査

も
痛
み
を
伴
わ
ず
、
安
全
に
行
え
る
も
の
で
、
検
査

時
間
は
全
部
で

一
〇
分
程
度
で
す
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に

も
負
担
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
保
護
者
が
希

望
さ
れ
る
場
合
に
有
料
で
行

っ
て
お
り
、
九
割
以
上

の
方
が
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
全
て
の

赤
ち
ゃ
ん
に
受
け
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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平 成 17年 7月電第 131号

『
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ

ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
』

設
立
総
会
を
開
催

さ
る
六
月
九
日
、
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
閉
四
国
支

店
会
議
室
に
お
い
て

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
松
山
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
は
、
従
来
の

「ボ
ラ
ン
テ

イ

ア

Ｎ

Ｔ

Ｔ
松

山

Ｏ

Ｂ
会

」

と

「
Ｎ

Ｔ

Ｔ
グ

ル
ー

プ

生
活
支
援

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
愛
媛
」
の
発
展
的

解
散

。
統
合
を
行
い
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
組
織

（会
員
五
十
四
名
）
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
す
。
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
役
員
及
び
今
後

の
活
動
内
容
等
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【　
役
　
員
　
】

△
バ
　
長
　
　
山
内

　

一
孝

副
会
長
　
　
木
田
　
誠
剛

・
村
尾
　
守
康

事
務
局
長
　
日
野
　
　
勝

幹
　
事
　
　
井
上
　
睦
雄

・
宮
本
　
悦
子

馬
場
　
　
清

・
小
宮
　
政
雄

渡
邊
　
克
己

。
有
田
　
卓
美

岡
田

　

恵

幹
　
事
　
　
近
藤
　
好
文

・
横
山
　
良
弘

顧
　
問
　
　
梶
田
　
靖
夫

【　
活
動
内
容
　
】

①
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
の
推
進

◇
　
職
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

訪
問
活
動
、
生
活
支
援

・
介
護
支
援
活
動

◇
　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

）
福
祉
施
設
等
の
訪
間
、
地
域
で
の
福
祉
活
動
等

②
　
健
康
増
進
と
会
員
相
互
の
互
助
運
動
の
推
進

③
　
会
員
相
互
の
親
睦
活
動
の
推
進

新
年
会
、
忘
年
会
等
親
睦
会
の
開
催
等

④
　
各
種
研
修
活
動
の
推
進

介
護
、
福
祉
講
座
の
受
講
等

⑤
　
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
の
推
進

松
山
市

「社
協
、
ボ
ラ
連
」
行
事

へ
の
参
加
等

当
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
［事
務
局
］
（
Ъ
）
を
一西
上
一モ

二
三

回
圏
同
国

『
家
庭
介
護
教
室
』
開
催

の
ご
案
内

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
側
四
国
支
店
で
は
、
社
員
貢

献
活
動
の

一
環
と
し
て

家
庭
介
護
教
室

を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
応
募
、
い
参ヽ
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
　
内
　
容

▽
家
庭
介
護
の
基
本

▽
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点

▽
体
験
学
習

（車
椅
子
・
食
事

。
移
乗
介
護
等
実
技
）

②
　
受
講
料
　
　
　
　
征
小　
料

③
　
開
催
日
程
等
　
　
下
表
の
と
お
り

④
　
募
集
人
員
　
　
　
各
教
室
　
３０
　
名

⑤
　
申
込
締
切
日
　
　
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

闊
川
ｕ
四
み
Ｈ
閑
岡
田
含
●
出
媚

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
卸
　
四
国
支
店

厚
生
福
祉
サ
ー
ビ
ス
営
業
部
　
嗣
団
国
四
囲

９

リ
ー
ダ
イ
ヤ
と

〇

一
二
〇
―
七
四
四
四
〇
〇

開催日時 開 催 場 所 内   容

愛 媛
平成 17年 7月 2日 (土 )
13:00～ 16:00

ニチイ学館松山教室
松山市三番町4-4-6
松山センタービル2号館4F

家庭介護の基本
車椅子、食事介助
介護保険の内容

香
平成17年7月 15日
(金)13:00～ 16:00

ニチイ学館丸亀教室
丸亀市大手町3-15-17
ジブラルタ生命丸亀ビル5F

家庭介護の基本
体験学習(実技 )
介護保険の内容

徳 島
平成17年7月 20日
(7К )13:00～ 16:00

ニチイ学館徳島教室
徳島市八百屋町3-26
大同生命ビル7F

家庭介護の基本
食事、移乗介助
介護用品について

高 知
平成 17年 7月 25日
(月 )13:00～ 16100

ニチイ学館高知教室
品知市本町2-2-34
明治安田生命高知ビル6F

家庭介護の基本
車椅子、食事介助
介護保険の内容
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〈
　
や
ま
も
も
句
会
　
〉
　

（高
知
）

冷
房

の
破
璃

の
内
よ
り
手
を
振
ら
る
田
内
千
代
子

雑
草

の
中
に

一
本
文
字
摺
草

石
川
　
一房
子

雨
上
る
日
差

し
ま
ぶ
し
き
新
樹
か
な
小
笠
原
芳
子

藪
中
に
日
が
な
籠
れ
る
時
鳥

尾
崎
　
由
子

谷
え
立

つ
赤
き
鳥
居
や
万
録
裡
田
中
幾
久
子

明
易
や
海
ま
だ
昏
き
色
を
し
て
安
村

早
梅
雨
早
明
浦
ダ
ム
湖
底
を

つ
き池
内

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　

　

　

　

（逝
去
年
月
日
）
　

（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

（愛
媛
県
）

山
脇
　
　
明
　
（松
山
市
）

米
も
風
景
も
お
い
し
い
私
た
ち
の
文
化
遺
産
、

日
本
の
棚
田
百
選

に
は
選
ば
れ
て
い
な
い
が
、
旧

・
川
内
町
宝
蔵
時
付
近
に
残
さ
れ
た
棚
田
で
す
。
季

節
感
あ
ふ
れ
る
自
然
や
田
舎
の
暮
ら
し
を
肌
で
感
じ

心
癒
さ
れ
る
山
里
で
す
。
曲
線
美
に
魅
せ
ら
れ
て
、

一
枚
の
印
画
紙
に
そ
の
思
い
を
ど
う
伝
え
る
か
苦
心

の
日
々
が

つ
づ
き
ま
す
。

▽
ひ
で
り
梅
雨
の
心
配
か
ら

一
転
し
て
大
雨
に
よ

る
被
害
―
で
も
、
こ
の
恵
み
の
雨
で
な
ん
と
か
夏
場

の
水
不
足
が
解
消
さ
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。

梅
雨
明
け
後
は
暑
さ

の
厳
し
い
季
節
に
な
り
ま

す
。
会
員
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

（小
澤
）

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
三
十

一
号

発
　
行
　
　
平
成
十
七
年
七
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐　
一二

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

電

　

話

　

（〇
八
ι

九
二

↑

二
Ｑ

≡
一

印
　
刷

　

株
式
会
社
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
オ
リ
ス

寿
子  淑

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
単
光
章

齋
藤
　
幸
雄
　
様

渡
邊
　
建
治
　
様

大
山
　
玉

一

米
沢
　
正
俊

多
田
　
良
蔵

（徳
島
県
）

村
上
　
孝
二

（高
知
県
）

村
上
　
生
量

中
尾
　
文
男

白
川
　
晴
子

様 様 様

17   17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17 17

7 4 4 7  5  5  4  4 66554444443

平
岡
　
ヒ
ト
ミ
様

梅
村
　
　
武
　
様

齋
藤
　
幸
雄
　
様

清
水
　
清
子
　
様

野
中
　
正
雄
　
様

安
田
　
　
温
　
様

大
野
　
　
計
　
様

上
田
　
敏
春
　
様

流
　
　
徳
太
郎
様

大
津
寄
敏
夫
　
様

高
木
　
澄
雄
　
様

（香
川
県
）

渡
邊
　
建
治
　
様

井
口
　
茂
雄
　
様

松
山
市

今
治
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

高
松
市

土
庄
町

東
か
が
わ
市

高
松
市

詫
間
町

徳
島
市

香
我
美
町

高
知
市

高
知
市

様 様 様

17 17 17

23  5  15 12 18 16 14 14  7  5  14

69 83 75 88 76 74 78 82 79 79 68

1 30 2

88 83 87

29 28 23 21

79 76 75 73
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り
ま
す
。

現
在
も
毎
日
早
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
続
け

「ふ
る

さ
と
を
歩
く
会
」
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
週

二
回
の
練
習
試
合
や
市
の
大
会
等
に
出
場
し
て
、
○

Ｂ
の
方
達
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

趣
味
の
写
真
の
方
は
相
変
わ
ら
ず

「
フ
イ
ル
ム
写

真
」

一
筋
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
友
達
の
輪
が
広
が
り
、

健
康
維
持
に
も

つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
喜
ん
で
お

り
ま
す
。

◇
　
武
井
　
由不
彦

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６０
退
）

元
気
で
す
。
今
年
の
二
月
傘
寿
を
迎
え
ま
し
た
。

晩
酌
も
毎
晩
少
量
で
す
が
進
ん
で
い
ま
す
。

就
寝
は
早
く
、
朝
起
床
は
５
時
３０
分
、
庭
の
清
掃
、

新
間
を
読
ん
だ
の
ち
、
道
後
の
椿
湯
に
通

っ
て
い
ま

す
。趣
味
と
し
た
パ
ス
テ
ル
画
は
最
近
は
進
ま
な
い
。

ト
シ
の
せ
い
か
。

嬉
し
い
こ
と
は
少
な
く
ハ
淋
し
い
こ
と
が
多
い
今

日
こ
の
頃
、
明
る
く
生
き
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

皆
さ
ん
の
ご
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

◇
　
竹
田
　
ツ
タ
ヱ
　

（松
山
市

。
ｓ
６０
退
）

職
場
を
離
れ
て
二
十
年
も
過
ぎ
、
加
齢
と
共
に
健

康
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
高
血
圧
で
月

一
回
、
通
院
治
療
で
生
活
に

支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
独
り
暮
ら
し
な
の
で
認
知

症
、
高
齢
者
う

つ
病
の
予
防
を
兼
ね
、
地
域
の
生
き

生
き
サ

ロ
ン
に
週

一
回
出
向
き
、
手
芸
ゲ
ー
ム
、
お

）
し
や
べ
り
を
、
ま
た
、
老
友
会
公
民
館
活
動
行
事
で

公
園
の
清
掃
、
運
動
会
、
お
誕
生
日
会
、
盆
踊
り
、

市
文
化
財
巡
り
、
介
護
予
防
教
室
、
旅
行
等
々
に
積

極
的
に
参
加
し
、
役
員
も
引
き
受
け
て
町
内
会
の
方

々
と
交
流
を
深
め
、
楽
し
く
日
々
を
過
ご
し
元
気
を

保

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
田
中
　
萬
木

　

（松
山
市

。
Ｓ
６‐
退
）

先
頭
車
両
が
あ
ま
り
に
も
ゆ

っ
く
り
走
る
の
で

一

粁
以
上
に
及
ぶ
車
両
が
数
珠

つ
な
ぎ
に
な

っ
て
い
る

の
に
出
く
わ
す
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

後
続
車
は
追

い
越
し
車
線
に
た
ど
り
着
く
や
否

や
、
そ
れ
ま
で
我
慢
し
て
い
た
も
の
が

一
気
に
吹
き

出
し
、
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
は
避
け
、
後
方
車
両
に
道
を
譲

り
車
の
流
れ
に
順
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
人
の
ふ
り
見
て
我
が
ふ
り
直
せ
』
の
諺
を
自
覚

し
、
こ
こ
当
分
は
運
転
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

っ

て
い
ま
す
。

◇
　
谷
ノ
内
徳
成

　

　

（伊
予
市

。
Ｓ
６２
退
）

会
報
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

〃
私
は
今

〃
の
投
稿
者
が
次
第
に
若
く
な
り
、
直

近
で
は
平
成
二
桁
退
職
者
が
殆
ど
、
時
代
は
変
わ
り

か
け
て
い
ま
す
か
。

人
生
八
十
路
の
入
口
に
来
て
、
長
年
努
め
て
き
た

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
や
地
域
役
員
等
を
引
退
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
料
理
教
室
で
高
齢
者
の
友
愛
づ
く

り
、
そ
し
て
百
坪
余
り
の
畑
で
季
節
の
野
菜
作
り
な

ど
動
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
先
々
の
こ
と
は
風
ま
か

せ
。

◇
　
谷
本
　
暉
正
　

　

（松
山
市

。
Ｓ
５７
退
）

昨
年
六
月
、
三
度
目
に
発
症
し
た
脳
梗
塞

（
一
度

目
は
平
成
四
年
二
月
の
脳
出
血
）
の
後
遺
症
が
予
想

以
上
に
厳
し
く
て
、
少
し
難
儀
し
て
お
り
ま
す
。

毎
回
少
し
ず

つ
歩
く
こ
と
を
基
本
に
、
リ

ハ
ビ
リ

に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
や
む
な
く
中
断
中
の
ザ
ル

碁
同
好
会

へ
の
復
帰
が

一
日
で
も
早
か
ら
ん
こ
と
を

念
じ
て
い
る
昨
今
で
す
。

◇
　
田
村
　
政
明

　

　

（今
治
市

。
ｓ
６２
退
）

平
成
七
年
に
元
気
じ
る
し
を
集
め
て
「ボ
ラ
の
会
」

を
作

っ
て
十
四
年
の
歳
月
が
流
れ
る
。

な
り
て
が
な
い
代
表
に
よ
だ
れ
く
り
く
り
眠
る
私

が
さ
れ
て
活
動
も
お
い
お
い
細
り
に
な

っ
て
い
る
。

一
つ
だ
け
継
続
し
て
い
る
の
は
、
米
軍
の
空
襲
で

死
亡
し
た
電
話
交
換
手
の
慰
霊

・
鎮
魂
祭
の
草
む
し

り
と
清
掃
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
今
治
ビ
ル
周
辺
の
樹
木
剪
定
の

緑
の
美
化
だ
け
は
継
続
で
き
て
い
る
。

最
近
で
は
訓
練
学
校

へ
行

っ
て
プ

ロ
に
な

っ
た
技

能
士
、
ノ
ン
プ

ロ
の
仲
間
が
で
き
て
、
出
来
映
え
が

一
段
と
見
事
に
な

っ
た
。

私
は
口
だ
け
の
手
伝
い
で
楽
に
な
り
ま
し
た
。

嬉
し
い
こ
と
に
平
成
２０
年
１２
月
に
西
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
愛
媛
支
店
長
か
ら
感
謝
状
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
を
肴
に
会
費
も
追
加
し
て
焼
き
鳥
に
酎
で

乾
杯
、
モ
ウ
ケ
ッ
コ
ー
ぐ
ら
い
呑
ん
で
楽
し
か

っ
た
。
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私
の
腹
の
中
に
は

「酒
の
虫
」
が
住
み
着
い
て
い

て
、
じ
じ
い
の
武
勇
伝
は
数
々
ご
ざ
い
ま
す
。

〃
酪
酎
で
つ
か
ん
だ
枝
が
小
さ
過
ぎ

〃

◇
　
都
築
　
義
彦

　

　

（大
豊
町

。
Ｓ
６‐
退
）

一応
ぃ
睛
略
［
「
中
轟
鰤
「
薇
晰
釉
ぃ
篠
灯
ぱ
親
戚
が

今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
茶
摘
み
も
早
ま
る
の
で

は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
収
穫
前
の
天
候
不
順
の
悪

影
響
も
少
な
く
、
我
が
家
は
９
名
で
茶
摘
み
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

後
継
者
の
育
成
を
兼
ね
、
茶
摘
機
の
操
作
は
交
替

で
行
い
ま
し
た
。

平
成
十
八
年

「本
場
の
本
物
」
に
認
定
さ
れ
た

「大

豊
町
の
碁
石
茶
」
は
統

一
ブ
ラ
ン
ド
で
全
国
約

一
千

店
舗
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
食
品
や
化
粧
品
な
ど
と
し
て
皆
さ
ん
も
是
非

ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

◇
　
峰
本
　
宣
義

　

　

（伊
予
市

。
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
か
ら
ア
ツ
と
い
う
間
に
二
十
年
が
過

ぎ
、
元
気
で
傘
寿
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

地
元
で
広
報
委
員

一
年
、
広
報
区
大
字
総
代
四
年
、

広
報
区
大
字
監
事
を
七
年
務
め
ま
し
た
が
、
傘
寿
を

機
に
若
い
有
能
な
人
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

身
体
は
ま
あ
ま
あ
元
気
で
す
が
、
自
分
で
ボ
ケ
て

い
な
い
と
思

つ
て
い
て
も
物
忘
れ
は
名
人
級
で
す
。

今
年
も
ボ
ケ
防
止
と
ふ
れ
合
い
の
場
を
増
や
す
た

め
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
コ
ミ

・
カ
レ
」
の
講

座
を
で
き
る
だ
け
多
く
受
講
し
よ
う
と
申
込
み
の
準

備
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
土
岐
　
次
夫

　

　

（今
治
市

・
Ｓ
５７
退
）

い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

九
年
ほ
ど
前
か
ら
持
病
の
慢
性
膵
炎
と
付
き
合

っ

て
い
ま
す
。

◇
　
友
澤
　
良
子
　

　

（松
山
市

。
Ｓ
５３
退
）

昭
和
五
十
二
年
に
退
職
し
、
三
十
年
が
経
ち
ま
し

た
。何
か
人
の
役
に
立
て
る
こ
と
を
と
思
い
、
結
婚
の

仲
人
を
細
々
と
続
け
て
お
り
ま
す
。

ま
と
ま

つ
た
時
の
若
い
二
人
を
見
る
と
、
私
ま
で

と
て
も
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

趣
味
は
書
道
、
煎
茶
、
詩
吟
と
楽
し
み
、
最
近
は

老
人
会
の
活
動
や
友
人
と
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
や
温
泉
を

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
電
電
公
社
で
働
か
せ
て
頂
い
た
お
陰
だ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
中
川
　
　
洋

　

　

（松
山
市

・
Ｈ
３
退
）

四
年
前
か
ら
付
き
合

つ
て
い
る
持
病

（リ

ュ
ウ

マ

チ
）
の
ご
機
嫌
を
と
，
な
が
ら
何
と
か
身
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
ち

つ
つ
、
愛
媛
県
高
齢
者
大
学
同
期
会
の

役
員

（副
会
長
に
昨
年
に
引
き
続
き
二
年
目
就
任
）

の
仕
事
を
ボ
ツ
ボ
ツ
や

つ
て
い
ま
す
。

約
ニ
ケ
月
に

一
回
の
役
員
会
で
同
輩
と
世
間
話
に

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
り
、
川
柳
句
会
で
お
互
い

）

に
感
想
を
述
べ
合
う
な
ど
し
て
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消

を
図
り
、
心
身
の
健
康
維
持
に
努
め
て
い
る
昨
今
で

す
。◇

　
中
野
　
弘
道

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６‐
退
）

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

退
職
し
て
早
や
二
十
年
を
過
ぎ
、
八
十
を
越
す
年

令
と
な
り
ま
し
た
。

循
環
器
系
統
の
三
回
の
手
術
を
は
じ
め
、
近
年
は

歩
行
困
難
と
い
う
お
ま
け
ま
で
つ
き
、
只
家
の
中
で

過
ご
す
毎
日
を
送

っ
て
い
る
状
態
で
す
。

健
康
が

一
番
、
皆
様
も
十
分
ご
自
愛
の
う
え
お
過

ご
し
下
さ
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

◇
　
中
村
秀
之
助

　

　

（大
月
町

。
Ｓ
６‐
退
）

故
郷
は
遠
く
な
り
に
け
り
。　
一
九
人
六
年
二
月
退

職
、
二
十
三
年
の
月
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
絆
で
あ
る

「電
友
会
会
報
」
、
そ
の

気
配
り
に
感
謝
し
つ
つ
拝
読
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
キ
ロ
人
家
な
し
、
海
に
面
し
た
山
の

一
角
に
住

み
、
ペ
ン
シ
ヨ
ン
を
続
け
て
二
十
二
年
。

訪
ね
て
下
さ
る
人
々
と
の
対
話
を
楽
し
み
に
、
何

と
か
元
気
に
や

つ
て
い
ま
す
。

月
日
の
経

つ
早
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

い
つ
幕
を
降
ろ
す
か
、
そ
れ
の
み
を
考
え
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

◇
　
西
岡
視
乃
武

　

　

（松
山
市

。
Ｓ
６３
退
）

早
朝
、
道
後
周
辺
散
歩
、
帰
り
温
泉
で
汗
流
す
。
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痛
風
発
生
後
、
好
き
な
ア
ル
コ
ー
ル
類
や
め
。

従
来
の
多
趣
味
は
喜
寿
後
、
殆
ど
や
め
、
今
は
水

彩
画

一
筋
、
同
僚
の
重
松
勝
さ
ん

（元
総
支
社
）
に

師
事
、
お
陰
様
で
市
シ
ル
バ
ー
展
金
賞
、
県
シ
ル
バ

ー
展
特
選
、
全
国
展

へ
。

県
展
五
年
連
続
入
選
、
昨
年
は
水
彩
画
最
高
賞
を

い
た
だ
く
。

今
年
六
月
東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ
る
日
本
水
彩

展
初
出
品
入
選
。

人
生
の
充
実
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
の
趣
味
を
持

つ
こ
と
と
思
い
、
日
々
楽
し
く
や

っ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
西
村
　
義

一
　

　

（宿
毛
市

。
ｓ
６０
退
）

歩
く
お
遍
路
さ
ん
が
札
所
三
十
九
番
か
ら
四
十
番

へ
の
遍
路
み
ち

（土
佐
か
ら
伊
予

へ
）
山
越
え
山
道

入
口
貝
塚
地
区
に
お
り
ま
す
。
お
遍
路
さ
ん
と
は
よ

く
挨
拶
し
、
立
ち
話
も
し
ま
す
。

山
道
は
風
吹
け
ば
杉
の
枯
れ
枝
が
落
ち
る
の
で
拾

い
、
道
沿
い
に
は
古
い
遍
路
墓
も
あ
り
掃
除
も
し
ま

す
。ま
た
、
私
達
の
ジ

ョ
ギ
ン
グ

コ
ー
ス
で
二
粁
程
を

往
復
歩
い
て
い
ま
す
。

地
区
の
貝
塚
じ
ょ
う
も
ん
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
、
毎

月
、
皆
さ
ん
と
お
宮
の
掃
除
を
す
る
ほ
か
年
間
行
事

に
も
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

昔
人
の
〃
年
に
は
勝
て
ん
〃
と
言

っ
た
事
を
思
い

出
し
、
家
内
と
日
々
の
健
康
に
つ
い
て
話
し
合
い
な

が
ら
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
橋
本
健

一
郎

　

　

（徳
島
市

。
Ｓ
５８
退
）

五
月
二
十
日
、
金
婚
式
で
飯
泉
知
事
か
ら
頂
い
た

）賞
状
と
高
砂
の
記
念
品
を
今
、
仏
間
に
飾
り
、
毎
日

眺
め
て
は
在
り
し
日
の
情
熱
と

ロ
マ
ン
を
偲
ん
だ
り

し
て
い
る
。

だ
が
地
方
公
務
員
を
定
年
退
職
し
た
妻
と
連
名
の

賞
状
は
、
妻
の
後
に
私
の
名
前
が
あ
り
、
何
だ
か
少

し
変
な
気
分
ノ

そ
の
少
し
前
の
五
月
五
日
、　
一
番
上
の
孫
が
東
京

女
子
医
大
の
内
科
医
と
結
婚
、
二
月
に
は
孫
娘
が
東

京
芸
大
で
博
士
号
を
取
る
。
よ
う
や
り
よ
る
わ
い
。

単
身
赴
任
が
多
か
っ
た
私
に
と

つ
て
、
今
や
家
内

は
宝
物
、
物
忘
れ
が
多
く
な

っ
た
私
だ
が
、
今
後
も

こ
の
宝
物
と
密
着
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ

て
い
る
。

◇
　
桧
垣
　
圭
吾
　
　
　
（今
治
市

。
Ｓ
６０
退
）

い
つ
も
皆
様
の
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。私
も
退
職
後
し
ば
ら
く
は
健
康
に
恵
ま
れ
、
農
業

に
従
事
し
て
百
姓
を
楽
し
み
な
が
ら
、
平
凡
で
健
康

な
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
二

月
七
日
、
夕
方
六
時
頃
入
浴
中
、
突
然
に
脳
内
出
血

で
倒
れ
、
左
半
身
不
随
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
誰
か
の
援
助
が
な
け
れ
ば
自
分
の
体
を

動
か
す
こ
と
も
出
来
な
い
状
態
と
な
り
、
介
護
を
受

け
な
が
ら
の
闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
由
に
な
ら
な
い
体
で
、
自
由
に
動
け
る
人
を

見
て
羨
ま
し
く
思

っ
た
り
眺
め
た
り
の
毎
日
で
す
。

今
は
毎
週
火

・
木
曜
日
は
歩
行
と
動
く
練
習
の
リ

ハ
ビ
リ
の
特
訓
に
脂
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
が
、
歩

行
も
動
き
も
な
か
な
か
前
に
進
ま
ず
、
頭
が
痛
む
の

と
目
が
廻
る
だ
け
で
す
。

倒
れ
る
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
血
圧

の
高
い
こ
と
が
命
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
と
は
知
ら

ず
、
自
覚
症
状
が
殆
ど
な
い
た
め
、
大
変
な
病
気
と

は
思

つ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、
腎
不
全
な
ど
の

重
大
な
病
気
は
、
血
圧
の
高
さ
に
よ

つ
て
危
険
度
が

高
ま
り
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
血
圧
を
下
げ
る
こ
と

は
こ
の
よ
う
な
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
極
め
て
重

要
で
す
。

ま
ず
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
、
生
活
習
慣
の
改
善
も

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
血
圧
降
下
の
た
め
に
は
減

塩
運
動
、
ス
ト
レ
ス

・
肥
満
の
解
消
、
節
酒
も
大
い

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

血
圧
の
高
い
人
は
放
置
せ
ず
に
医
者
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
高
血
圧
を
放
置
す
る
と
私
の
よ
う
な
身
体

障
害
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
理
解
し
て
、

主
治
医
の
指
導
に
従
い
、
健
や
か
に
老
い
た
い
も
の

で
す
。
今
は

一
人
ベ
ツ
ト
で
高
知
の
お
酒
の
う
ま
か
っ
た

こ
と
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
晩
、
皆
で
行

っ
た
飲
み
会
、
豪
快
に
楽
し
く
銘

酒
の
美
味
さ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

夜
の
更
け
る
こ
と
、
帰
る
こ
と
も
忘
れ
、
ど
う
し

て
あ
の
よ
う
に
美
味
か

つ
た
の
か
、
懐
か
し
く
想
い

出
し
て
い
ま
す
。

◇
　
藤
川
　
道
男

　

　

（板
野
町

。
Ｓ
６０
退
）

退
職
し
て
二
十
二
年
、
八
十

一
才
に
な
り
ま
し
た
。

十
六
年
前
に
心
筋
梗
塞
で
バ
イ
パ
ス
手
術
、
そ
の

後
も
度

々
の
心
臓
発
作
が
あ
リ

ニ
ト

ロ
を
常
時
携

帯
。ま
た
、
四
年
前
に
は
Ｃ
Ｔ
検
査
で
腹
部
大
動
脈
（解

離
）
を
発
見
、
十
数
年
続
い
た
夫
婦
で
の
ジ

ョ
ギ
ン
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グ
も
最
近
は
と
ぎ
れ
が
ち
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
で
始
め
た
山
野
草
が
五
〇
〇
鉢
余

り
、
そ
れ
が
今
で
は
ス
ト
レ
ス
の
原
因
か
も
。

二
病
息
災
、
上
手
に
生
か
し
て
無
理
を
せ
ず
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
一二
宅
　
康
之
　

　

（美
馬
市

・
Ｈ
４
退
）

毎
朝
六
時
頃
、
屋
根
上
の
太
陽
温
水
器
の
ス
テ
ン

レ
ス
製
側
面
に
カ
ラ
ス
が
自
分
の
顔
が
写
る
の
で
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
ク
チ
バ
シ
で
コ
ン
コ
ン
と
う
る
さ

く
ツ
ツ
ク
音
で
目
が
覚
め
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
二
時
間
、
庭
に
植
え
た
花
、
樹
、
垣

等
に
散
水
し
ま
す
。
夕
方
は
庭

一
面
の
草
取
り
に
追

わ
れ
ま
す
。

お
陰
様
で
元
気
で
す
。
毎
年
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

し
て
お
り
ま
す
が
、
た
ま
に
精
密
検
査
の
た
め

一
泊

ド
ツ
ク
に
な

っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
全
部
正
常

に
来
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ

・
Ｏ
Ｂ
会
長
、
事
務
局
長
、
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
会
長
、
部
落
で
は
神
社
総
代
、
班
長
、
会
計
と
担

当
し
、
忙
し
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
元
気
な
う
ち
は

頑
張
り
ま
す
。

◇
　
村
島
　
政
子
　

　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

平
成
十
二
年
に
退
職
し
、
五
年
間
は
病
院
の
入
退

院
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

三
年
ほ
ど
前
に
良
薬
に
出
会
い
、
外
出
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

趣
味
で
始
め
た
俳
句
は
適
度
な
外
出
を
兼
ね
て
の

吟
行
も
あ
り
、
句
友
も
増
え
、
続
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
　
①
足
を
丈
夫
に
（足
が

一
番
大
切
）

②

一
日
に
二
人
以
上
の
人
と
言
葉
を
交
わ
す

（
レ
ジ

の
女
の
人
、
道
で
あ

っ
た
子
供
な
ど
誰
で
も
良
い
新

鮮
な
驚
き
も
必
要
）
　

③
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂

取
し
、
血
中
の
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
低
下
を
防
ぐ

（若

さ
を
保

つ
）
を
実
践
し
て
サ
ク
セ
ス
フ
ル
エ
イ
ジ
ン

グ
を
歩
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
森
永
　
俊
樹

　

（東
か
が
わ
市

・
Ｈ
２
退
）

昨
年
の
五
月
末
で
第

一
線
を
退
き
、
今
は
週
に
二

日
程
度
会
社
に
顔
を
出
し
、
後
は
地
域
で
役
立

つ
こ

と
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
と
複
数

の
会
に
所
属
し

て
、
地
域
の
人
達
に
話
し
を
聞
か
せ
て
も
ら

つ
た
り
、

時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
お
り
ま
す
。

地
元
に
も
足
腰
の
強
い
優
良
企
業
も
あ
る
の
で
、

若
者
が
定
着
し
て
お
祭
り
と
か
行
事
に
多
く
参
加
し

て
く
れ
る
こ
と
を
夢
み
て
、
協
力
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
吉
田
フ
ジ
子
　

　

（徳
島
市

。
Ｓ
５５
退
）

在
職
中
病
弱
の
た
め
、
八
十
路
の
命
を
賜
る
と
は

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
並
み
の
体
に
な
り
た
い
と
、
長
年
操
体
法
、
気

功
法
を
続
け
て
き
た
結
果
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

操
体
法
と
は
自
分
の
体
に
聞
い
て
、
気
持
の
よ
い

方
向

へ
動
か
し
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
痛
み
や
こ

り
を
取
る
自
己
治
療
法
で
す
。

気
功
法
は
気
の
フ
イ
ー
ル
ド
に
包
ま
れ
環
境
と
調

和
し
て
心
身
を

コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、
鍛
錬
、
健
康
、

癒
し
と
し
て
の
健
身
法
で
、
医
療
気
功
は
軟
気
功
で

中
国
医
師
の
指
導
に
よ
る
気
功
で
す
。

不
調
を
訴
え
困

っ
て
い
る
方
に
は
操
体
と
気
功
を

）

会
得
し
て
い
た
だ
き
、
共
に
感
謝
の
日
を
送
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

◇
　
好
原
　
四
郎

　

　

（佐
川
町

・
Ｓ
６‐
退
）

退
職
し
て
二
十
数
年
、
年
令
も
大
台
に
な
り
ま
し

た
。昔
か
ら
ピ
ー
ス
だ
け
の
五
十
年
、
そ
の
報
い
か
賞

味
期
限
？
が
過
ぎ
た
の
か
、
最
近
は
好
き
な
旅
行
や

川
漁
が
無
理
に
な
り
ま
し
た
が
、
病
院
通
い
の
な
い

時
は
腰
痛
に
む
ち
打
ち
、
酸
素
ボ
ン
ベ
と

ニ
ト
ロ
携

行
で
野
菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

足
腰
立
た
ず
、
日
と
腹
だ
け
が
立

つ
体
で
す
が
、

同
居
人
は
細
く
長
く
生
き
て
く
れ
と
、
車
で
山
菜
採

り
や
漁
や
日
帰
り
旅
行
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
ま
す

の
で
、
生
き
生
き
百
才
体
操
等
を
し
て
頑
張

つ
て
い

ま
す
。
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☆
　
、コ
ル
フ
サ
ー
ク
ル

「
八

一
会
」

河
瀬
　
誠

一

（高
松
市
）

「人

一
会
」
は
今
年
で
発
足
２９
年
目
と
な
る
歴
史

と
伝
統
の
あ
る
ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
で
す
。

１
９
８
１
年

（昭
和
５６
年
）
に

「゙
コ
ル
フ
愛
好
会
」

と
し
て
呼
び
か
け
、
発
足
年
に
併
せ
て

「人

一
会
」

と
呼
称
し
、
ゴ
ル
フ
を
愛
し

。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

。

会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、

日
頃
の
健
康
管
理
と
練
習
成
果
を
競
い
合
う
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
と
し
て
発
展
し
続
け
て
き
ま
し
た
。

例
会

コ
ン
ペ
は
、
２
月
と
８
月
は
休
会
と
し
、
年

間
１０
回
を
休
ま
ず
続
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
年
１
月
に
は
第
３
０
０
回
記
念
大
会
を
予
定
し

て
お
り
、
記
念
に
残
る
大
会
と
す
る
た
め
、
会
員
か

ら
の
意
見

・
要
望
を
聴
取
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
会

コ
ン
ペ
は
、
近
年
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
等
を
退
職
後
も

年
金
支
給
開
始
年
齢
と
の
関
わ
り
等
か
ら
仕
事
を
続

け
ら
れ
る
会
員
に
配
慮
し
た
曜
日
別
開
催
や
、
従
来

の

「パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
ー
ス
」
か
ら
、
昨
今
の
ゴ
ル
フ

事
情
を
踏
ま
え
た
比
較
的
経
済
的
で
、
か

つ
ゴ
ル
フ

の
醍
醐
味
が
満
喫
で
き
る

「本

コ
ー
ス
」

へ
の
シ
フ

ト
。
ま
た
、
全
県
か
ら
参
加
し
易
い
場
所

。
安
く
て

サ
ー
ビ
ス
の
良
い

（副
賞
の
提
供
を
含
む
）
ゴ
ル
フ

場
の
選
定
を
行
い
、
参
加
し
て
良
か
つ
た
と
感
じ
て

い
た
だ
く
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
例
会

コ
ン
ペ
の
平
均
参
加
人

員
は
約
４０
名

（
１０
組
）
で
、
特
に
４
月
は
４８
名

（
１２

組
）
で
締
め
切
ら
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
大
盛
況
を

得
て
い
ま
す
。

会
員
構
成
は
、
お
元
気
で
パ
ワ
ー
溢
れ
る
シ
ョ
ッ

ト
や
絶
妙
な
技
術
を
持
ち
合
わ
せ
た

８０
歳
代
が

３

名
、
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
プ
レ
ー
を
す
る
７０
歳
代
が

２８
名
、
華
や
か
な
女
性
会
員
数
名
で
、
４
月
末
現
在

の
会
員
数
７９
名
が
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
我
が

「人

一
会
」
は
２５
年
目

を

一
つ
の
通
過
点
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

「親
睦
と

愛
好
、
そ
し
て
健
康
増
進
」
を
確
認
す
る
サ
ー
ク
ル

と
し
て
ず

つ
と
守
り
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
た
い
方
の
入
会
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

☆
　
茶
道
部
な
ご
み
会

藤
本
　
清
治
　
（徳
島
市
）

な
ご
み
会
は
〃
和
を
も

つ
て
尊
し
と
成
す

〃
を
引

用
し
、　
一
碗
か
ら
ピ
ー
ス
フ
ル
ネ
ス
ヘ
と
努
力
し
て

行
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

例
会
は
毎
月
第

一
。
二

・
三
の
火
曜
日
と
第
四
金

曜
日
に
徳
島
市
中
洲
町
に
あ
る
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
び
ざ
ん

の
和
室

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
中
洲
ビ
ル
内
）
に
同
好
者
が
寄
り

合

っ
て
、
お
い
し
い
和
菓
子
を
ほ
お
ば
り
、
茶
完
を

振

っ
て
い
ま
す
。

毎
年

一
月
の
初
釜
に
は
約
二
十
名
の
会
員
が
集
い

農
茶
薄
茶
を
点
て
て
満
喫
し
て
い
ま
す
。

な
ご
み
会
は
、
Ｏ
Ｂ
サ

ロ
ン
び
ざ
ん
の
開
設
と
同

≪ゴルフサークル「八―会」のコンペ参加者の皆さんで〃ハイポーズ ″≫
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一
☆
一
　

□

入
会
ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
下
さ
い

香
川
電
友
会
事
務
局

容

（
０

８

７
）

８

３

９

１
９

１

５

０

人

一
会
事
務
局

８

（
０

８

７

）

８

８

６

‐
０

４

４

５
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時
に
発
足
し
、
共
済
会
の
支
援
と
そ
の
後
の
電
友
会

の
援
助
で
平
成
二
年
か
ら
現
在
ま
で
、
お
お
よ
そ
十

八
年
継
続
し
て
い
ま
す
。

和
敬
清
寂
と
か

一
期

一
会
な
ど
の
理
屈
を
抜
き
に

し
て
、
友
達
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
で
、
退
職
後
の
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
参
集
し
て

い
ま
す
。

茶
道
の
各
流
派
の
枠
を
こ
え
、
ま
た
、
入
門
者
と

ベ
テ
ラ
ン
の
ラ
ン
ク
を
越
え
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

＝

大
腸
内
視
鏡
検
査
の
お
勧
め

＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

内
科
主
任
医
長

　

中
村
早
苗

〃
毎
年
便
潜
血
検
査

を
受
け
て
い
た
の
に

。

・
・
で
も
、
大
腸
内
視

鏡
検
査
だ
け
は
受
け
て

い
な
か

つ
た

〃
と
た
め

息
と
と
も
に
つ
ぶ
や
か

れ
る
大
腸
進
行
が
ん
の

患
者
様
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
の
代
表
的
な
症
状
で
あ
る
血
便
、
便
が
細

く
な
る
、
残
便
感
、
腹
痛
、
下
痢
と
便
秘
の
繰
り
返

し
な
ど
の
症
状
で
は
な
く
、
上
腹
部
不
快
感
を
訴
え

て
来
ら
れ
、
検
査
の
結
果
、
大
腸
が
ん
が
肝
臓
に
転

移
し
て
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
患
者
様
の
場
合
、
過
去
の
健
診
時
に
す
で
に

大
腸
が
ん
、
あ
る
い
は
前
が
ん
状
態
の
ポ
リ
ー
プ
は

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
出
血
や
便
通
異
常
、

他
の
臓
器

へ
の
転
移
を
伴
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
運
に
も
健
診
日
の
便
に
病
変
か
ら
の
出

血
が
な
く
、
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
機
会
を
逃
が
し

て
し
ま
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
進
行
し

て
初
め
て
上
腹
部
不
快
感
が
出
現
し
、
こ
の
時
に
は

便
潜
血
は
お
そ
ら
く
陽
性
で
あ
り
、
注
意
し
て
観
察

す
れ
ば
、
肉
眼
的
に
も
血
液
の
混
入
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

過
去
に
経
験
し
た
症
例
で
す
が
、
職
場
の
同
僚
が

大
腸
進
行
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
た
め
、
心
配
に
な

っ

て
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
進
行
が
ん

が
認
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
患
者
様
は
全
く
自
覚
症
状
は
な
く
、
健
診
で

便
潜
血
検
査
に
ひ
つ
か
か

つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
非
常
に
幸
運
な
方
と
い
え
ま
す
。

そ
も
そ
も
便
潜
血
と
は
、
読
ん
で
字
の
ご
と
く
、

便
に
血
が
潜
ん
で
い
る
状
態
で
す
。
便
潜
血
検
査
は

主
に
大
腸
以
後
の
消
化
管
で
出
血
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
見
る
検
査
で
す
の
で
、
痔
か
ら
の
出
血
に
て
も

陽
性
に
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
陽
性
で
あ
れ
ば
何
ら
か
の
出
血
を
伴

う
病
変
が
あ
る
こ
と
は
確
実
で
す
の
で
、
大
腸
内
視

鏡
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

一
方
、
陰
性
で
あ

つ
た
場
合
も
注
意
が
必
要
で
す
。

前
述
し
ま
し
た
よ
う
に
、
陰
性
と
い
う
こ
と
は
、

大
腸
に
病
変
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

四
十
才
を
迎
え
る
こ
ろ
に
な
り
ま
す
と
、
将
来
大

腸
が
ん
に
な
り
う
る
ポ
リ
ー
プ
が
存
在
す
る
可
能
性

が
高
く
な

つ
て
き
ま
す
。

多
く
の
大
腸
が
ん
は
良
性
の
腫
瘍
で
あ
る
〃
腺
腫

〃
と
呼
ば
れ
る
隆
起
、
す
な
わ
ち
大
腸
ポ
リ
ー
プ
か

ら
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ポ
リ
ー
プ
か
ら
発
生
し
な
い
が
ん
、
す
な

わ
ち
隆
起
を

つ
く
ら
ず
に
平
坦
な
ま
ま
、
最
初
か
ら

が
ん
化
し
て
い
る
〃
デ
ノ
ボ
が
ん
〃
と
呼
ば
れ
る
大

腸
が
ん
も
あ
り
ま
す
が
、
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
視
鏡
検
査
時
に
こ
の
腺
腫
が
発
見
さ
れ
た
場
合

≪OBサ ロンびざんの和室で開催している茶道部「なごみ会」例会の一コマ≫
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は
、
前
が
ん
状
態
と
し
て
摘
出
し
ま
す
。
こ
れ
が
も

っ
と
も
理
想
的
な
大
腸
が
ん
予
防
と
い
え
ま
す

自
覚
症
状
の
有
無
、
便
潜
血
検
査
の
結
果
に
か
か

わ
ら
ず
、
四
十
才
を
越
え
た
な
ら
ば
、　
一
度
は
大
腸

内
視
鏡
検
査
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
ほ
ど
お
す
す
め
す
る
の
に
は
さ
ら
な
る
理
由

が
あ
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン

ト
近
く
完
治
し
ま
す
が
、　
一
般
的
に
は
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が

っ
て
、
無
症
状
の
時
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
内
視

鏡
的
に
摘
出
で
き
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
を
放
置
し
て
お
く
と
、
自
覚
症
状
が
出
現

す
る
頃
に
は
、
進
行
が
ん
に
至
り
、
し
か
も
肝
臓
、

肺
、
リ
ン
パ
節
転
移
を
伴

っ
て
い
る
確
率
が
格
段
に

た
か
く
な
り
ま
す
。
転
移
の
状
況
に
よ

つ
て
は
根
治

的
な
手
術
が
不
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
化
学
療
法
の
適
応
に
な
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
と
は
い
つ
て
も
、
皆
さ
ん
の
大
腸
内
視

鏡
検
査
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
〃
苦
し
い
、
痛
い
、

怖
い
、
恥
ず
か
し
い
〃
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
内
視
鏡
機
器
の
改
良
、
術
者
の

技
術
の
向
上
と
普
及
、
安
全
性
の
確
立
は
数
十
年
前

と
比
較
す
る
と
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

実
際
受
け
て
み
ら
れ
る
と
、
胃
内
視
鏡
検
査
よ
り

も
楽
で
あ

つ
た
と
言
わ
れ
る
患
者
様
の
ほ
う
が
多
い

印
象
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
女
性
の
方
も
、

当
院
も
含
め
、
女
性
の
内
視
鏡
専
門
医
は
ど
ん
ど
ん

）増
え
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
女
性
医
師
を
ご

指
名
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
大
腸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
ご
自

身
の
節
制
が
必
要
で
す
。
過
度
の
飲
酒
、
喫
煙
を
控

え
る
こ
と
は
ど
の
疾
患
の
予
防
に
も
共
通
す
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
肉
食
、
特
に
牛
肉
、
加
工
肉
及
び
乳

製
品
の
過
度
の
摂
取
は
控
え
、
野
菜

・
穀
物
を
中
心

と
し
た
和
食
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
胃
腸
を
冷
や
す
こ
と
は
、
免
疫
力
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
暑
い
季
節
で

も
体
温
程
の
飲
み
物
を
摂
取
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ

う
。
特
に
自
湯
が
お
す
す
め
で
す
。

結
論
と
し
て
、
大
腸
が
ん
予
防
は
節
制
と
四
十
才

か
ら
の
大
腸
内
視
鏡
検
査
が
基
本
で
す
。

検
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
院
内
科
に
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

=コ
・ライフのすすめ
憑鑽踵鞣靡暑貪蝙濶レンマ曖

『エコドライブ 準備纏」をご紹介します。できることから実践して

15%～ 20%の燃費改善を目指しましょう。

な 鯛ぽ診颯鰺慟卜に、は畿鍮鶉秒卜響咎

【タイヤの鐵気圧は適正に :点検菫鶴鑢もこま雹にしよう機
・空気圧が適正値より0 5kg/   た場合 2%～4%燃費が悪化。
・安全運転のためにもこまめに点検・整備しよう。

醸 跛颯辣鶯櫻靱鐘鶉卜爾朧轟―菫轟隧

【轟鶴ける繭|こ鮮爾豪準備して、渋滞・工事構艤彗 風ックしよう曇
・一時間のドライブで 10分道に迷うと約 14%燃料を浪費します。
t地図やカーナビを使つてスムーズに目的地に行こう。
・通勤時間等渋滞が予想される時間帯のドライブは避けよう。
・カーラジオで交通情報をチェックしよう。

アイドリングをなく
=)
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アイドリング奪権く骨季

手 ‐ ム
‐,マ ●|ス 饉 、  鷲 苺 菫 、苺篠職難 ‐肇

3.

=■
・ライフのなけめ
隕蝙鰊絣倅薔之藤脩鍼予抒賤

夏です。山や海ヘドライブの季節がやってきました。

地球と財布にやさしく安全運転にもなるエコドライブを始めましょう。

『エコドライブ 運転振」をご紹介します。できることから実践して15%～ 20%の燃費改善を
目ざしましょう。

罐移 ぶんわリスタート rehな驀卜機
【やさしい発進に心がけましょう】
“最初の5秒で20km/hを 目安に発進しよう。
・急発進は燃料の無駄遣い。ふんわリスタートで、
10%程度の燃費が改善します。

は。 =目 距離 空けて蟷颯鰊鰺雉隧
【車間距離は余裕をもつて、交通状況に応じた定速走行に努めよう】
・前の車との距離をつめるとムラの多い運転になります。
・加減速が多いと2～6%燃費が悪化します。
・車問距離をとつてゆったり気分で運転すれば安全運転にもなります。

早めのアクセル繊響警予靱鶯≪聰晰

【エンジンブレーキを積極的に使おう】
・先の信号が赤のとき:ま早めにアクセルから足を離し、惰性で走行しよう。
・アクセルオフで燃料供給がストップし、2%程度の燃費が改善されます。

エアコンの鑢又はは冬蠅釉

【車内を冷やし過ぎないようにしよう】
・気象条件に応じこまめに温度調整しよう。
.夏場に|ま車内の冷やしすぎにご注意。
・外気25℃でエアコンを使用すると12%程度燃費が悪化します。

アイド¥よび翼卜響マ《隋紆縣》
【無用なアイドリングIまやめよう曇
・待合せ、荷物の積み下ろし、自販機での買物などでもエンジンストップ。
・10分間のアイドリングで1 30cc程度燃料を浪費します。

醸。 鰈辣晰烙顆馨蜆
孟エンジンをかけたらすぐ繭覺しよう機
・現在のガソリン車|ま暖機不要です。
・5分間の暖機で1 60cc程度燃料を浪費。

4.

5.

―-22-―
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☆
　
Ｈ
２‐
年
度
『
介
護
予
防
教
室
』
の
ご
案
内

＝
元
気
を
持
続

′
・

い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
＝

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
（株
）
四
国
支
店
で
は
、
社
会

貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
年
度
よ
り
介

護
予
防
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
八
年
間
実
施
し
て
き
た
家
庭

介
護
教
室
か
ら
、
介
護
予
防
教
室

へ
変
更
し
、
介
護

予
防
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
お

り
ま
す
。

介
護
予
防
と
は
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
を
未
然

に
防
止
し
た
り
、
ま
た
今
は
介
護
が
必
要
で
も
出
来

る
だ
け
体
の
機
能
を
改
善
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
年
度
の
介
護
予
防
教
室
は

『
元
気
を
持
続
／
い

つ
ま
で
も

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
過
ご
す
た
め

に
』
を
テ
ー

マ
に
各
県

一
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

教
室
の
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
介
護
概
要

・
認
知

症
予
防
に
つ
い
て
の
講
義
と
、
介
護
予
防
運
動
を
行

い
ま
す
。

と
て
も
役
に
立

つ
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
ご
受
講
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

蝙
吝
霙
鴨
萎

す
。
①
　
開
催
日
時
　
　
次
表
の
と
お
り

②
　
開
催
場
所
　
　
次
表
の
と
お
り

募
集
人
員
　
　
各
教
室
二
〇
名

（先
着
順
）

受
講
料
　
　
　
缶
小　
料

※
介
護
予
防
教
材
＝
自
宅
で
運
動
が
で
き
る

セ
ラ
バ
ン
ド
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切
日
　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

介
護
予
防
教
室
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
開
発

し
ま
し
た

「介
護
予
防
シ
ス
テ
ム

（健
診
か
ら
運
動

指
導
ま
で
の
介
護
予
防
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る

映
像

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ト
シ
ョ
ン
技
術
）
は
つ
ら

つ
製
造

器
」
を
利
用
し
ま
す
。

⑤ ④ ③

☆
　
「Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」

第
五
回
総
会
開
催

四
月
十
六
日
、
伊
予
鉄
会
館
に
お
い
て

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山
」
の
第
五
回
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

総
会
で
は
平
成
二
十
年
度
の
活
動
報
告
及
び
平
成

二
十

一
年
度
の
活
動
方
針

（案
）
に
つ
い
て
討
論
が

行
わ
れ
た
後
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十

一
年
度
の
活
動
内
容
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（活
動
内
容
）

①
　
職
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

訪
問
活
動

。
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

②
　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

福
祉
施
設
等
の
訪
問

・
地
域
で
の
福
祉
活
動
等

桑 別 開 催 興 会   場 内  容

愛 媛

‖21年 9月 16日 (水 )

13:00-16:00

〔ニテイ学館松養教室〕

松山市三番町■4-6

松山センタービル 2号館 4F

〔講義〕

EI介護概要

・介護保険、介護予防について

□認知症予防

・「おたつしや21」認知症予防

〔実技〕

□介護予防運動

‐「おたつしや21」 □腔機能

・はつらつ体操

・セラバンドを用いた運動

香 川

H21年 10月 21日 (水 )

13100～ 16:00

〔ニテイ学館高松教室〕

高松市寿町 2-4-20

高松センタービル10F

徳 島

H21年 11月 27日 (金 )

13:00-16:00

〔ニチイ学館徳島教室〕

徳島市八百屋町 326

大同生命徳島ビル7F

高 知

H21年 12月 7日 (用 )

13:00～ 16:00

〔ニテイ学館高知教室〕

高知事本町 2-234

明治安田生命ビル 6F

―-23-―
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③
　
他
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
活
動
の
推
進

松
山
市

「社
協

。
ボ
ラ
連
」
行
事

へ
の
参
加
等

今
年
度
も
引
き
続
き
訪
門
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
等
の
活

動
に
と
り
組
ん
で
い
く
こ
Ｌ
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【お
申
込
み
口お
問
い
合
わ
せ
先
】

◇
　
テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店

厚
生
福
祉

・
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

福
祉
共
済
担
当

‥
岡
田

容
　
〇

一
二
〇
―
七
四
四
―
四
〇
〇

☆
　
瑞
宝
双
光
章
　
　
宇
都
宮
　
祝
　
様

（三
木
町
）

授
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
Ｌ
も
に

益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま
す
。

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　
　
　
　
（逝
去
年
月
日
）
　
　
（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

森
本

道

様
　
２‐

．
７

・
４
　
７３
　
い
の
町

″
チ
ョ
ー
サ

″
海
渡
行正
木
　
康
晴

（徳
島
市
）

日
和
佐
八
幡
神
社

（徳
島
県
美
波
町
）
の
秋
祭
り
は

町
内
会
毎
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
太
鼓
屋
台
が
競

つ
て

大
浜
海
岸

へ
練
り
出
し
、
一象
快
な
海
渡
行
が
行
わ
れ

ま
す
。
こ
の
太
鼓
屋
台
は
日
和
佐
で
は

”
チ

ョ
ー
サ

“

と
呼
び
、
寛
政
七
年

（
１
７
９
５
年
）
に
日
和
佐
の

戎
町
で
最
初
の
屋
台
が
作
ら
れ
た
と
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
現
在
で
は
主
な
町
内
会
で
８
台
の
チ
ョ
ー
サ
が
保

有
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
御
神
輿

・
ギ
ャ
ル
御
輿
な
ど

が
あ
り
、
毎
年
神
社
境
内
や
大
浜
海
岸
で
勇
壮
な
祭

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

そ
の
美
波
町
日
和
佐
を
舞
台
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ

ビ
小
説

”
ウ

ェ
ル
か
め

“
の
収
録
が
倉
科
カ
ナ
さ

ん
の
主
演
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

９
月
２８
日
か
ら
の

テ
レ
ビ
放
送
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
四
十
七
号

行
　
　
平
成
二
十

一
年
七
月

一
日

集
　
　
電
友
会

四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

（〇
八
九
）
九
二
六
‐
二
〇
二
三

株
式
会
社
　
ド
ル
ッ
ク

印 電   編 発

刷 話

212121 212121 2121212121 21 21 212121212121212120

☆

瑞
宝
双
光
章
　
有
田

☆

瑞
宝
単
光
章
　
中
平

☆

瑞
宝
単
光
章
　
関

幸
久
　
様

淑
彦
　
様

文
昭
　
様

（愛
媛
県
）

高
田
　
静
子
　
様

山
本

　
一
雄
　
様

山
根
　
保
之
　
様

真
鍋
　
　
祝
　
様

有
田
　
幸
久
　
様

篠
浦
英
太
郎
　
様

二
宮
　
輝
義
　
様

相
原
　
　
孝
　
様

西
川
　
銀
治
　
様

渡
邊
　
　
勝
　
様

桑
村
　
智
明
　
様

（香
川
県
）

多
田
　
誠
子
　
様

河
田
　
秋
義
　
様

池
上
美
代
子
　
様

脇
　
シ
ゲ

コ
　
様

近
藤
　
恭
平
　
様

（徳
島
県
）

武
市
　
　
弘
　
様

楠
　
　
義
春
　
様

焚
斗
谷
美
代
子
様

（高
知
県
）

宮
崎
　
鶴
雄
　
様

寺
山
　
啓

一　

様

溝
渕
　
一不
俊
　
様

）

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

人
幡
浜
市

松
山
市

松
山
市

丸
亀
市

丸
亀
市

高
松
市

丸
亀
市

丸
亀
市

徳
島
市

藍
住
町

徳
島
市

四
万
十
市

高
知
市

安
芸
市

766555544311

3 14 5 2727241129 5 6 12

7683 8076836984856493 82

４

・

6 4 4

213014

8563 82

6  5  3

12 4 20

978470

6 6 5 4

29 6 102323

8181 808384
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死壼朦饉鰊軋6畿
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マックス鐘竃爾爽鸞警鯰驀 F爽無安全機(かな議ヽあ為ぜん》

KK―DS20舞10  (1き声謬
K―DH23-壕◎  《鷲議:佛鐵鐵)
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住宅火災の死警 1譲総9雛
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種 類
曖
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鏃‐
●

轟 傷

外守

質量

今爾難雉鸞鶴

甕 鶉
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量纏‡こついて機、9簸◎鶴(は違》警趾畿ご魃機さ鸞ていただきます。
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